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PL.1

(1)  中村家住宅  主屋・新座敷 正面

(2)  主屋・新座敷（背後から見る）



PL.2

(1)  土蔵群（左から米蔵・前蔵・正門・バンゲ蔵・西蔵）

(2)  河野浦集落の景観（手前：南ノ町、奥：北ノ町） (3)  旧村道（北側から見る）



PL.3

(1)   ニワ（オイエ方向を見る）

(2)  オイエ（ナンド方向を見る）



PL.4

(1)  中の間・式台

(2)  中の間・次の間・本座敷



PL.5

(1)  本座敷 床構え

(3)  裏 2 階 洋風階段（新座敷方向を見る）(2)  休足の間



PL.6

(1)  新座敷 2 階  次の間・主座敷（海側を見る）

(2)  新座敷 3 階 望楼座敷



PL.7

(1)  「家表側建絵図  五十分壱之割」（明治 19 年）

(2)  「五十分壱之地絵図」（明治 19 年）



PL.8

ダイドコロ（新座敷方向を見る）



中村家住宅調査報告書

２０１5 年２月
福井県南越前町教育委員会

南 越 前 町 文 化 財 調 査 報 告 　 第 4 集



　　　平成 27 年２月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南越前町長　川野 順万

序

　 中 村 家 住 宅 が 所 在 す る 南 越 前 町 河 野 は、 越 前 海 岸 の 南 端、 敦 賀 港 の 入 口 に 位
置 し ま す。 河 野 浦 は、 越 前 西 街 道 （馬 借 街 道） を 通 じ 国 府 と 直 結 す る 港 で あ っ
たことから、敦賀港との物資輸送の中継地として古くから海運との関わりがあっ
た 集 落 で す。 そ し て、 北 前 船 が 日 本 海 を 駆 け め ぐ り 大 阪 と 北 海 道 の 間 を 交 易 し
た 時 代 に は、 多 く の 北 前 船 主 を 輩 出 し ま し た。 船 主 な ど の 邸 宅 が 建 ち 並 ぶ 「北
前船主通り」 の家並みは、 今でも往時の繁栄を偲ばせてくれます。
　 中 村 家 は、 藩 政 時 代 に は 上 使 宿 を つ と め た 家 柄 で、 幕 府 の 巡 見 使 や 福 井 藩 主
が度々当家を訪れています。一方、北前船の時代にはいち早く廻船業に乗り出し、
河 野 浦 で 同 じ く 船 持 ち で あ っ た 右 近 家 と と も に、 日 本 海 五 大 船 主 の 一 家 に 数 え
られる程の成功をおさめました。
　 建 築 当 初 の 姿 を よ く と ど め て い る 当 家 住 宅 は、 こ れ ま で 福 井 県 史 や 福 井 県 近
代和風建築総合調査において、 独特の北前船主館として紹介されてきましたが、
そ の 後 の 調 査 に お い て 約 4 万 点 に お よ ぶ 古 文 書 が 発 見 さ れ ま し た。 こ の 史 料 に
よ り、 当 家 住 宅 の 新 築・ 増 改 築 の 過 程 な ど に つ い て、 建 築 と 文 献 史 料 の 両 面 か
らの考証がなされ、 当家住宅の価値をさらに高めることとなりました。
　 こ う し た 北 前 船 の 繁 栄 を 物 語 る 建 築 や、 そ れ に よ り も た ら さ れ た 文 化 は、 私
た ち の 祖 先 が 築 い た 文 化 財 で あ り、 地 域 の 歴 史 や 文 化 を 今 日 に 伝 え、 地 域 の 個
性を生み出しています。本書に掲載した各種調査の記録や収録した図面・写真が、
そ う し た 文 化 財 に 対 す る 理 解 を 深 め、 当 家 住 宅 の 保 存・ 活 用 に 向 け て の 一 助 と
なれば幸いです。
　 最 後 に な り ま し た が、 長 期 に わ た る 当 家 住 宅 の 調 査 及 び 本 書 の 執 筆 に ご 尽 力
賜 り ま し た 吉 江 勝 郎 先 生 を は じ め、 文 化 庁、 福 井 県 生 涯 学 習・ 文 化 財 課、 福 井
県 立 歴 史 博 物 館 か ら は 多 く の ご 指 導・ ご 助 言 を 賜 り ま し た。 そ し て、 ご 理 解 と
ご 協 力 を い た だ き ま し た 中 村 家 ご 当 主 の ほ か、 関 係 各 位 に 対 し ま し て 厚 く お 礼
を申し上げます。
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Ⅰ　調査の概要

　 本 調 査 報 告 書 は、 平 成 21 年 度 か ら 23 年 度 に か け て 行 わ れ た 福 井 県 近 代 和 風

建 築 総 合 調 査 と、 そ の 後 の 補 足 調 査 の 成 果 に 基 づ き、 中 村 家 住 宅 の 価 値 を 裏 付 け る 学 術 的

根 拠 を ま と め、 歴 史 的 建 造 物 と し て の 保 存 の 意 義 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る。

　北陸の北前廻船業は、江戸中期に成長し 19 世紀になって急速に発展した。そして、明治

の初めに最盛期を迎えるが、明治後期には衰えだし、大正期には姿を消していった。つまり、貨幣経

済の進展、綿・ナタネ・アイといった商業作物の栽培、鰊・〆粕といった金肥の需要、北海道の開発

と北海の産物の流通といった近代への産業界の歩みは、北前廻船業を急激に進展させた。やがて鉄道

や大型船舶による輸送、電信など情報の普及といった交通・通信の近代化や、大豆粕・化学肥料の輸

入と国内製造などによって衰退の途を辿り、最盛期はおよそ 100 年ほどであった。しかし、北前廻船

業は地方とその地域に莫大な富をもたらした。富を手にした北前船主は、きまって豪壮な家を建てた。

北前船主のみならずその分家、船頭など、次々と立派な家を建てていったのである。狭い町に、幾人

もの北前船主の成功者が生まれ、かたまって富が集中し、競って立派な家が建設されたことから、地

方とその地域にその街村特有な北前船主の家の型も生まれた。しかしその多くは、北前廻船業の衰退

とともに北前船主が没落、その館も多く消滅した。その中で、今も残された船主の家や、近代期への

事業転換を行い経営発展を果たせた船主住宅の遺構を、「北前船主館」と称する。中村家住宅は、敦賀

港口に位置する河野浦に興った北前船主館である。

Ⅰ　調査の概要

１．調査の目的

はじめに

調査の目的
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吉 江 勝 郎 （日 本 建 築 専 門 学 校 － 福 井 工 業 大 学）

千 木 良 礼 子 （福 井 県 教 育 庁 生 涯 学 習 ・ 文 化 財 課）〈調 査 当 時〉

今 出 瑞 穂 （福 井 県 教 育 庁 生 涯 学 習 ・ 文 化 財 課）

山 形 裕 之、 久 ⻆ 健 二 （福 井 県 立 歴 史 博 物 館）

平 野 俊 幸 （全 国 北 前 船 研 究 会）

　 本 調 査 は、 南 越 前 町 教 育 委 員 会 を 事 務 局 と し、 文 化 庁 文 化 財 部 参 事 官 付 （建 造 物 担 当）

及 び 福 井 県 教 育 庁 生 涯 学 習 ・ 文 化 財 課 の 指 導 の も と 以 下 の 体 制 に よ っ て 行 わ れ た。

調査員

３．調査の組織と経過

中 村 日 出 男 （中 村 家 当 主）

寺 下 　 貢 （河 野 区）

長 島 清 高、 山 本 朋 弘 （福 井 工 業 大 学 大 学 院）〈調 査 当 時〉

柳 沢 芙 美 子 （福 井 県 文 書 館）

中 村 家 文 書 調 査 委 員 会 （委 員 長 ： 京 都 大 学 名 誉 教 授 藤 井 譲 治）

調査協力者

　 近 代 和 風 建 築 総 合 調 査 に お け る 調 査 成 果 を ベ ー ス に し て、 未 調 査 部 分 の 実 測 調

査 を 行 い、 配 置 図 及 び 全 建 物 各 階 の 平 面 図 を 作 成 し た。 主 屋 の 2 階 部 分 と 新 座 敷 の 2 階 ・

3 階 部 分 を 補 足 し、 こ れ ま で 未 調 査 で あ っ た ７ 棟 全 て の 土 蔵 内 に お い て も、 所 有 者 立 ち 会

い の も と 実 測 調 査 を 行 っ た。

　 調 査 は、 以 下 の 方 法 と 内 容 に よ り 実 施 し た。

建築調査

２．調査の方法と内容

　 今 回 の 調 査 を 進 め て い く な か で、 主 屋 及 び 各 土 蔵 内 か ら お よ そ 4 万 点 （保 管 箱

130 箱 分） に 及 ぶ 古 文 書 等 の 史 料 が 新 た に 発 見 さ れ た。 そ れ ら の 史 料 に つ い て は、 福 井 県

立 歴 史 博 物 館 協 力 の も と、 発 見 後 随 時 同 館 へ 運 搬 し て 燻 蒸 処 理 を 施 し、 整 理 ・ 保 管 を 進 め

て い っ た。 本 調 査 で は、 建 物 の 建 築 年 代 な ど を 検 証 す る た め、 普 請 関 係 資 料 の 抽 出 作 業 を

行 い、 現 段 階 で 絵 図 面 類 18 点、 普 請 関 係 文 書 23 点、 古 写 真 2 点 が 確 認 さ れ て い る。

　 な お、 平 成 25 年 11 月 に は 「 中 村 家 文 書 調 査 委 員 会 」（ 事 務 局 ： 福 井 県 立 歴 史 博 物 館 ）

が 設 置 さ れ、 主 要 文 書 の 目 録 作 成 の た め の 調 査 が 現 在 も 行 わ れ て い る。

史料調査

　 フ ル サ イ ズ の デ ジ タ ル 一 眼 レ フ カ メ ラ を 使 用 し、 屋 内 で の 撮 影 に お い て は カ メ

ラ 付 属 の フ ラ ッ シ ュ で は な く、 単 体 照 明 機 材 を 用 い 撮 影 を 行 っ た。 撮 影 し た 写 真 は キ ャ ビ

ネ 版 で 紙 焼 き し、 デ ー タ （RAW、TIFF、JPEG） は ア ー カ イ ブ DVD に 収 録 し た。 収 録 カ ッ ト

数 は、各 建 物 の 外 観 で 25 カ ッ ト、主 屋 内 部 の 諸 室 で 37 カ ッ ト、新 座 敷 内 部 の 諸 室 で 7 カ ッ

ト、 土 蔵 内 部 の 各 階 で 19 カ ッ ト の 計 88 カ ッ ト に 及 ん だ。

写真撮影

玉 村 幸 一、 前 川 小 鉄、 細 丸 妙 子 （南 越 前 町 教 育 委 員 会 事 務 局）

事務局
武 藤 茂 樹 （武 藤 写 真 館）

写真撮影
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Ⅰ　調査の概要

調査経過
平 成 25 年

　6 月 1 日 ～ 2 日 ／ 第 1 次 調 査 ／ 吉 江、 千 木 良、 今 出、 山 形、 久 ⻆、 玉 村

　 　 新 蔵、 西 蔵、 バ ン ゲ 蔵、 セ ド ク ラ を 調 査。 新 蔵 内 に 保 管 さ れ て い た 資 料 群 を 確 認。

　6 月 15 日 ／ 第 2 次 調 査 ／ 吉 江、 玉 村

　 　 建 築 調 査。 米 蔵、塩 物 蔵、浜 蔵 を 調 査。 浜 蔵 ２ 階 で 新 出 史 料（長 持 2 箱 ほ か）を 発 見。

　6 月 23 日 ／ 第 3 次 調 査 ／ 久 ⻆、 平 野、 今 出、 玉 村

　 　 史 料 調 査。 浜 蔵 ２ 階 で 確 認 さ れ た 史 料 の 持 出 し ・ 運 搬。

　7 月 1 日 ／ 第 4 次 調 査 ／ 吉 江、 千 木 良、 今 出、 玉 村

　 　 建 築 調 査。 新 座 敷 床 下 な ど を 調 査。 主 屋 屋 根 裏 で 新 出 史 料（長 持 1 箱 ほ か）を 発 見。

　7 月 12 日 ／ 第 5 次 調 査 ／ 山 形、 久 ⻆、 玉 村

　 　 史 料 調 査。 主 屋 屋 根 裏 で 確 認 さ れ た 史 料 の 持 出 し ・ 運 搬。

　8 月 7 日 ／ 第 6 次 調 査 ／ 山 形、 久 角 ⻆、 平 野、 玉 村

　 　 史 料 調 査。 こ れ ま で の 新 出 史 料 か ら 普 請 関 係 文 書 を 抽 出 （福 井 県 立 歴 史 博 物 館）。

　11 月 11 日 　 写 真 撮 影 ／ 武 藤、 今 出、 玉 村

　 　 ロ ケ ハ ン 撮 影。 各 建 物 の 外 観、 内 部 の 各 部 屋 ご と に 撮 影 ア ン グ ル を 検 討 し 試 撮。 　

　11 月 25 日 ～ 27 日、12 月 5 日 　 写 真 撮 影 ／ 武 藤、 今 出、 玉 村、 前 川、 細 丸

　 　 本 撮 影。 建 物 外 観 25、 主 屋 内 部 37、 新 座 敷 内 部 7、 土 蔵 内 部 19、 計 88 カ ッ ト。

　12 月 6 日 ／ 第 7 次 調 査 ／ 山 形、 久 ⻆、 平 野、 玉 村、 細 丸

　 　 史 料 調 査。新 蔵 2 階 の 帳 箪 笥 及 び そ の 周 辺 で 新 出 史 料 数 千 点 を 発 見 し、持 出 し・運 搬。

平 成 26 年

　3 月 7 日 　 写 真 撮 影 ／ 武 藤、 今 出、 玉 村、 細 丸

　 　 再 撮 影。 新 座 敷 2 階、 表 2 階 座 敷。

　3 月 19 日 ／ 第 8 次 調 査 ／ 吉 江、 山 形、 今 出、 玉 村

　 　 史 料 調 査。12 月 6 日 新 出 史 料 か ら 普 請 関 係 文 書 を 抽 出 （福 井 県 立 歴 史 博 物 館）。

　5 月 1 日 ／ 第 9 次 調 査 ／ 中 村 家 文 書 調 査 委 員 会、 山 形、 玉 村

　 　 史 料 調 査。 数 十 点 の 新 出 史 料 を 確 認。

　5 月 14 日 ／ 第 10 次 調 査 ／ 山 形、 玉 村

　 　 史 料 調 査。 新 出 史 料 か ら 抽 出 し た 普 請 関 係 文 書 の 写 真 撮 影 （福 井 県 立 歴 史 博 物 館）。

　6 月 2 日 ／ 第 11 次 調 査 ／ 山 形、 玉 村

　 　 史 料 調 査。 新 出 史 料 か ら 抽 出 し た 普 請 関 係 文 書 の 写 真 撮 影 （福 井 県 立 歴 史 博 物 館）。

　9 月 17 日 ／ 第 12 次 調 査 ／ 山 形、 玉 村

　 　 史 料 調 査。 新 出 史 料 か ら 抽 出 し た 普 請 関 係 文 書 の 写 真 撮 影 （福 井 県 立 歴 史 博 物 館）。

　10 月 30 日 ／ 吉 江、 今 出、 玉 村

　 　 文 化 庁 上 野 勝 久 主 任 文 化 財 調 査 官  指 導

　 本 報 告 書 は、 吉 江 勝 郎 （日 本 建 築 専 門 学 校 校 長） が 本 文 を 執 筆 し、 図 面 作 成 を 行 っ た。

　 編 集 及 び 図 版 作 成 は、 玉 村 幸 一 （南 越 前 町 教 育 委 員 会 事 務 局 学 芸 員） が 行 っ た。

４．報告書の作成
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Ⅱ　北前廻船と没落の激しい北前船主

　「北 前 船」 は 北 国 の 船 主 の 持 船 で、 日 本 海 か ら 下 関 を ま わ っ て 瀬 戸 内 や 大 坂 港 に 入 港 し

た 日 本 海 諸 港 の 船 を、 瀬 戸 内 ・ 阪 神 地 方 の 人 た ち が そ う 呼 ん だ こ と に 由 来 す る。18 世 紀

初 め の 北 前 船 に は、 そ れ ま で の 北 国 船、 ハ ガ セ 船 に 代 わ り 元 禄 期 (17 世 紀 末 ) に 瀬 戸 内 に

起 こ っ た 弁 才 船 が 多 く 用 い ら れ た。 し か し 明 治 10 年 (1877) 頃 に な る と、 多 く の 帆 を 用 い

た 西 洋 型 帆 船 や、 ベ ザ イ 船 体 で 一 部 を 西 洋 風 に 改 良 し た 合 の 子 船 が 用 い ら れ た。 や が て 明

治 20 年 代 に 汽 船 が 用 い ら れ る よ う に な る や 北 前 船 時 代 も 遂 に 終 焉 を 迎 え る こ と に な る の

で あ る。 そ う し た 日 本 海 海 運 を 支 配 し て い た の は、 近 世 初 期 か ら 中 期 に か け て は 上 方 船 で

あ っ た が、 文 化 ・ 文 政 期 を 境 に そ の 主 力 は 山 陰 ・ 北 陸 地 方 の 廻 船 に 代 わ る。 そ し て、 文 化

10 年 (1813) か ら 文 政 5 年 (1822) ま で の 10 年 間 に 越 前 ・ 若 狭 の 主 要 湊 か ら 爆 発 的 に 北 前

船 が 日 本 海 に 繰 り 出 さ れ、 日 本 海 海 運 の 全 盛 時 代 と な っ た。

　 も っ ぱ ら 運 賃 積 み 収 益 に よ っ て い た 初 期 北 前 廻 船 業 も、 や が て 競 争 激 化 し、 さ ら に 買 積

み 方 式 に な る。 北 前 船 の 特 徴 は そ の 商 売 方 法 で、 日 本 海 と 瀬 戸 内 海 を つ な い で、 大 坂 と 北

海 道 （近 世 の 蝦 夷 島） と の 間 （西 廻 り 航 路） を 商 売 し な が ら 廻 ぐ る 買 積 船 で、 船 主 は 自 分

の 荷 物 を 各 港 で 売 買 し な が ら 廻 ぐ る 北 前 船 商 人 で あ る。 そ の 大 き な 利 益 が 北 前 船 を 投 機 や

投 資 の 対 象 と し た 多 く の 船 主 を 発 生 さ せ た。寛 政 9 年 (1797) か ら 明 治 42 年 (1909) 間 の「廻

船 （北 前 船） を 持 っ て い た 旧 船 主 数 一 覧」 に よ る と、 福 井 県 内 の 船 主 数 は 1,109。 そ の 内

訳 は 三 国 155、 新 保 111、 敦 賀 120、 小 浜 42 で、 多 く の 船 主 は 越 前 若 狭 の 漁 村 （892） か

ら 出 て い た。 一 見 利 益 が 大 き い も の の、 遭 難 の 危 機 遭 遇 と 商 才 に た け、 豊 富 な 資 金 量 を 要

し た 北 前 廻 船 業 は 一 度 の 航 海 で 破 産 す る も の が 多 く、 運 よ く 2 ～ 3 年 か 4 ～ 5 年 続 け ば

よ く、 多 く は 没 落 を 余 儀 な く し た。 そ う し た 中、 福 井 県 内 の 三 国 湊、 敦 賀 湊、 小 浜 湊 は 北

前 寄 港 地 と し て 繁 栄 し た。 そ こ に 多 く の 船 主 が 生 ま れ た。

　 敦 賀 湊 は 日 本 海 側 最 良 の 港 で、 江 戸 時 代 ま で は 京 阪 神 に 通 じ る 荷 物 の 中 継 地 と し た 繁 栄

を 誇 り、 各 藩 の 蔵 宿 と と も に、 道 川 三 郎 左 衛 門、 高 島 屋 傳 右 衛 門 な ど の 船 主 で 蔵 宿 も 兼 ね

た 豪 商 が い た。 し か し 寛 文 ・ 元 禄 を す ぎ た 17 世 紀 末 に 西 廻 り 航 路 の 定 着 と と も に、 敦 賀

は 単 な る 地 方 港 に 衰 退 す る。 そ う し た 中、 吉 田 屋 伊 兵 衛、 岐 阜 屋 吉 兵 衛、 綱 屋 甚 助、 油 屋

庄 左 衛 門、 綱 物 屋 長 左 衛 門、 小 間 物 屋 長 左 衛 門、 江 戸 屋 源 太 夫、 大 酒 屋 新 右 衛 門、 角 野

重 兵 衛、 佐 渡 屋 利 三 郎、 田 中 屋 孫 右 衛 門、 高 島 屋 久 兵 衛 な ど と い っ た 船 主 が 現 れ て い た。

そ の 敦 賀 港 口 に 位 置 す る 糠、 甲 楽 城、 今 泉、 河 野 に は 21 軒 の 船 主 が い た。 河 野 に は 泉 屋

七 三 郎、 板 谷 六 左 衛 門、 中 西 仁 兵 衛、 酒 屋 久 治 郎、 山 田 冶 右 衛 門、 岡 崎 栄 治 郎 の 船 主 が い

た。 没 落 の 激 し い 北 前 廻 船 業 の 中 で 生 き の び、 成 功 者 と な る も の が 現 れ て い た が、 天 明 頃

よ り 現 れ 現 存 す る 北 前 船 船 主 が 右 近 権 左 衛 門 ・ 中 村 三 郎 右 衛 門 両 家 で あ る。

　 右 近 ・ 中 村 両 家 は 敦 賀 港 口 に 位 置 す る 河 野 浦 で、 江 戸 時 代 か ら 1 ～ 2 艘 の 船 を 持 ち、

長 い 経 験 と 豊 富 な 資 金 に よ っ て、 幕 末 か ら 明 治 中 期 に か け て、 激 増 す る 北 前 船 主 の な か で

生 き の び た。 覇 者 と な り、一 時 代 を も た ら し た 北 前 船 主 の 家 業 繁 栄 は 特 徴 的 で、そ の 住 家、

北 前 船 主 館 を も た ら し て い た。 中 村 家 住 宅 は そ う し た 近 代 和 風 建 築 の 遺 構 で あ る。

　 そ し て、 右 近 ・ 中 村 両 家 と そ の 一 翼 で あ っ た 刀 禰 家 の 繁 栄 は、 多 く の 水 主 を 輩 出 し た 河

野 浦 地 域 に 特 徴 的 な 北 前 船 集 落 を も た ら し、 北 前 船 時 代 の 集 落 繁 栄 を 誇 っ た。
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Ⅱ　北前廻船と没落の激しい北前船主

河野浦の航空写真（南東上空から見る）
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Ⅲ　河野の地勢と地理

　 北 前 船 主 館 の あ る 南 越 前 町 河 野 地 区 （旧 河 野 村） は、大 谷 区、大 良 区、菅 谷 区、河 内 区、

具 谷 区、 赤 萩 区、 河 野 区、 今 泉 区、 甲 楽 城 区、 糠 区、 八 田 区、 杉 山 区、 神 土 区 か ら な る。

　 日 本 海 を 臨 む 越 前 海 岸 の 越 前 町 米 ノ 浦 干 飯 崎 か ら 南 越 前 町 大 谷 に か け て の 直 線 状 の 断 層

（ 甲 楽 城 断 層 と 呼 ぶ ） 海 岸 地 形 は、 断 層 崖 が 海 に 落 込 み、 極 め て 険 阻 で あ る。 す な わ ち、

断 層 崖 を 形 成 す る 断 層 海 岸 の 特 色 は、 傾 斜 角 30 ～ 40 度 の 急 斜 面 か ら 東 南 に か け て 狭 小

な こ と で あ る。 そ の 断 層 崖 下 の 狭 小 な 帯 状 の 浜 に 沿 っ て、北 よ り 糠、甲 楽 城、今 泉、河 野、

大 谷 の 5 集 落 が 点 在 す る。

　 船 主 館 の 遺 構 が あ る 河 野 区 は 敦 賀 湾 入 口 に 位 置 す る。 現 南 越 前 町 役 場 河 野 総 合 事 務 所 付

近 を 境 に、北 側 の 集 落 を 元 村、そ の 南 部、尾 合 根 地 区 を 出 村 と い う。こ の 元 村 を 往 古 よ り “ 河

野 浦 ” と 呼 ん で き た。 河 野 浦 の ほ ぼ 中 央 に は、 文 明 3 年 (1471)、 本 願 寺 8 世 蓮 如 が 吉 崎 御

坊 へ 下 向 の 際、 近 郷 の 総 社 「や は た 八 幡 宮」 の 神 官 で あ っ た 松 川 右 近 が 教 化 を 受 け 一 向 宗

（浄 土 真 宗） に 帰 依 し 創 建 し た と 伝 え ら れ る 金 相 寺 が あ る。 そ の 北 方 を 北 ノ 町、 南 方 を 南

ノ 町 と 呼 ん で い る。 現 在、 元 村 と 呼 ば れ て い る 河 野 浦 は、 往 時 よ り 金 相 寺 を 中 心 に、 上 ノ

町、 北 ノ 町、 南 ノ 町 （道 ノ 上、 道 ノ 下 に 分 け る） に 区 画 さ れ て い る。

　 北 前 船 主 館 は、 北 ノ 町 に 中 村 三 之 丞 家 ・ 刀 禰 新 左 衛 門 家、 南 ノ 町 に 右 近 権 左 衛 門 家 の ３

家 が あ る。 北 ノ 町 は、伊 予 国 守 護 河 野 通 治 の 末 裔 と 称 す る 中 村 三 之 丞 家 （中 村 三 郎 衛 門 家）

か ら 北 側 に 展 開 し、 通 り の 北 隣 り に 元 禄 期 に 新 地 分 家 し た 中 村 吉 衛 門 家 が 居 を 構 え、 さ ら

に そ の 北 に 刀 禰 新 左 衛 門 家 が 居 住 す る。 一 方、 中 村 三 之 丞 家 と 金 相 寺 と の 間 に は か つ て 新

谷 弥 右 衛 門 家 が あ っ た。 南 ノ 町 の 南 端 に は 右 近 権 左 衛 門 家 が あ る。 そ し て、 上 ノ 町 の 東 方

山 中 に は、 中 村 三 之 丞 家 と 右 近 権 左 衛 門 家 を 眼 下 に 臨 み、 河 野 浦 に 向 か っ て 鎮 座 す る 村 社

八 幡 神 社 の 末 社 磯 前 神 社 が あ る。

　 尾 合 根 と 称 す る 地 区 は、 南 方 あ ま ご ぜ 山 の 尾 根 と 東 方 矢 良 巣 岳 の 尾 根 が 下 っ て 合 わ さ る

地 点 に 位 置 し、「や は た 八 幡 宮」 の 遷 宮 が 置 か れ た 神 域 で、 神 田 ・ 別 当 両 社 家 領 で あ っ た

た め、 河 野 川 河 口 に 当 た り、 村 内 で 最 も 平 坦 地 が 拓 け た の に も か か わ ら ず、 明 治 に 至 る ま

で 住 家 は な か っ た。 明 治 6 年 (1873)、 武 生 ＝ 河 野 間 の 陸 運、 河 野 ＝ 敦 賀 間 の 海 運 の 中 継 地

に な る や、 新 開 地 と し て 元 村 か ら の 移 住 者 ・ 新 住 者 が 出 現 し、 今 日 に 至 っ て い る。 背 後 の

八 幡 山 に は、 河 野 村 社 で 御 祭 神 を 品 陀 和 気 命 と す る 八 幡 神 社 が 鎮 座 す る。 そ の 麓 に は、 贅

を 尽 し た 中 村 三 之 丞 の 分 家 中 村 新 屋 家 住 宅 や、 右 近 権 左 衛 門 家 の 分 家 右 近 良 助 家 住 宅 の

遺 構 が あ る。 そ し て、 尾 合 根 の 口 に は、 御 影 石 を 積 み 石 垣 を 廻 ら し た 大 名 の 霊 廟 を 思 わ せ

る 右 近 家 先 祖 代 々 の 墓 所 が 置 か れ、 右 近 家 の 繁 栄 を 伝 え て い る。

　 北 前 船 主 の 集 落 繁 栄 は、 村 社 八 幡 神 社 や そ の 末 社 磯 前 神 社 の 贅 を 尽 く し た 改 築 普 請 に も

見 る こ と が で き る。 村 社 八 幡 神 社 の 明 治 45 年 (1912) 改 築 は 「本 殿 は 間 口 七 尺、奥 行 六 尺。

拝 殿 は 間 口 四 間 半、 奥 行 二 間。 渡 殿 は 間 口 一 間 半 に 奥 行 一 間 半 の も の で、 建 物 は 精 巧 佳 麗

な も の 」（『 河 野 村 誌 』） で あ る。 参 道 に は 右 近 ・ 中 村 両 家 取 引 先 47 名 の 寄 進 に よ る 明 治

35 年 (1902) 建 立 の 木 造 鳥 居 や、 右 近 権 左 衛 門 及 び 同 船 頭 中 の 寄 進 に よ る 花 崗 岩 製 鳥 居 が

社 前 階 段 に 建 つ。 ほ か に 右 近 ・ 中 村 両 家 取 引 先 47 名 の 寄 進 の 玉 垣、 石 造 献 燈 や、 船 主 や

船 頭 水 夫 た ち が 寄 進 し た 手 水 舎、 水 船、 幟 立、 石 造 駒 犬、 大 理 石 献 燈 が 置 か れ て い る。 そ
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Ⅲ　河野の地勢と地理

し て、 社 殿 に 向 か っ て 左 側 に は 多 く の 絵 馬 （船 絵 馬 な ど） が 奉 納 さ れ た 金 毘 羅 宮、 右 側 に

神 輿 堂 が 置 か れ て い る。 河 野 浦 の 船 主 館 に は ど の 家 に も 豪 華 な 仏 壇 が 祀 ら れ て い た。 そ れ

は 北 前 船 に よ る 財 力 と 篤 い 信 仰 心 の 表 れ で あ る が、 そ れ は そ の ま ま 村 社 八 幡 神 社 や そ の 末

社 磯 前 神 社 の 優 れ た 普 請 を も た ら し て い る。 神 輿 堂 に 安 置 さ れ た 絢 爛 た る 御 輿 は 廻 船 華 や

か な 北 前 船 主 の 集 落 繁 栄 を 物 語 っ て い る。

河野の祭り（吉田博 画）

図 1　河野浦の主要建物と船主館『北前船と日本海の時代』福井県河野村刊　口絵より抜粋

河野浦 1930 年頃の風景（椿春二 画）
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Ⅳ　河野浦と北前船

　 河 野 浦 は 江 戸 時 代 後 期 よ り 明 治 期、 日 本 海 五 大 船 主 の 右 近 権 左 衛 門、 中 村 三 之 丞 両 家 の

大 船 主 が 台 頭 し 北 前 船 主 集 落 を 興 す が、 そ れ を も た ら す 因 果 に つ い て 山 形 裕 之 氏 が 指 摘 す

る よ う に 「河 野 浦 は 敦 賀 湊 を 擁 す る 敦 賀 湾 入 口 に 位 置 し、 古 代 に は 越 前 国 府 （現 越 前 市）

へ 通 じ る 港 で あ る こ と か ら、 国 府 の 外 港 的 役 割 を 果 た し て い た。 す な わ ち、 河 野 浦 は 隣 接

す る 今 泉 浦 と と も に、 府 中 に 通 じ る 西 街 道 の 物 資 輸 送 に 従 事 す る 浦 馬 借 の 住 む 村 で あ っ

た。 こ の 街 道 を 利 用 し て 運 ば れ た 物 資 は 両 浦 の 天 渡 船 に よ っ て 敦 賀 湊 に 輸 送 さ れ た。 両 浦

は 府 中 と 敦 賀 湊 を 結 ぶ 中 継 地 と し て 機 能 し た 地 の 利 を 保 有 し 海 運 と の 関 わ り は 15 世 紀 ま

で 遡 る 歴 史 を 有 し て い た。」 す な わ ち、 中 世 末 の 河 野 ・ 今 泉 浦 に は 敦 賀 湊 を 拠 点 に 以 北 の

越 前 海 岸 諸 地 域 と の 物 資 輸 送 を 行 う 「河 野 座」「川 船 座」 と 呼 ば れ る 船 座 が あ っ た。 江 戸

時 代 に 入 る と、 敦 賀 湊 を 中 心 と し て 近 距 離 の 物 資 輸 送 に 従 事 す る 天 渡 船 以 外 に 松 前 ・ 津 軽

方 面 な ど 北 国 地 方 ま で 航 行 す る よ う な 廻 船 （「他 国 廻 船」） が、 今 泉 浦 に は 登 場 し て い た。

こ う し た 地 理 的 歴 史 環 境 の も と に 河 野 浦 の 北 前 廻 船 業 活 動 が 興 っ て く る の で あ る。

　 河 野 浦 の 北 前 廻 船 業 の 活 動 を 記 し た の が 表 1 で あ る。 こ れ に よ っ て、 幕 末 か ら 明 治 初 期

の 河 野 浦 は、 正 に 海 運 を 専 業 と す る 船 主 を は じ め 船 頭 や 船 乗 り （水
か こ

主） の 居 住 地 と し て、

そ の 住 宅 が 混 在 し た 北 前 廻 船 集 落 で あ り、 右 近 権 左 衛 門 家 と 中 村 三 之 丞 家 が そ の 中 核 と

な っ て い る こ と が 分 か る。 近 隣 の 今 泉 浦 も 含 め、 多 く の 船 主 ・ 船 頭 ・ 水 主 を 輩 出 し、 渡 海

船 稼 ぎ の 黄 金 時 代 を 招 く の で あ る。 下 記 の 中 村 家 文 書 「諸 職 業 鑑 札 御 改 メ 帳」 は そ の 繁 栄

を 示 し て い る。

　 　 　 　 　 　 諸 職 業 鑑 札 御 改 メ 帳

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 覚 　 　 　 　 南 条 群 河 野 浦

　 　 　 　 　 　 　 一、 渡 海 船 商 売 　 　 　 　 　 　 中 村 三 之 丞

　 　 　 　 　 　 　 　 但 し 松 前 よ り 大 坂 迄 　 　 　 右 近 権 太 郎

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 六 十 郎

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 権 三 郎

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 喜 平 治

　 　 　 　 　 　 　 一、 伝 渡 船 　 　 　 　 　 　 　 　 為 吉 　 以 下 六 人

　 　 　 　 　 　 　 　 三 国 よ り 敦 賀 迄

　 　 　 　 　 　 　 一、 船 稼 　 八 拾 六 人

　 　 　 　 　 　 　 一、 黒 鍬 職 　 　 壱 人

　 　 　 　 　 　 　 一、 石 灰 職 　 　 壱 人

　 　 　 　 　 　 　 一、 松 前 出 張 　 壱 人

　 　 　 　 　 　 　 一、 大 工 職 　 　 壱 人

　 　 　 　 　 　 　 一、 無 職 　 　 　 参 人

　 　 　 　 　 　 　 　 　 右 之 寄 人 数 百 人 こ の 外 男 女 老 女 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 者 共 畑 作 家 業 に 御 座 候

　 　 　 　 　 　 　 　 明 治 三 年 午 三 月 　 河 野 村 長 　 吉 助 印
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Ⅳ　河野浦と北前船

　 こ う し た 渡 海 船 稼 ぎ の 黄 金 時 代 を 招 く 河 野 浦 の 事 情 に つ い て、 右 近 純 一 氏 は 以 下 の よ う

に 指 摘 す る。 す な わ ち、「甲 楽 城 断 層 崖 に 位 置 す る 村 内 各 浦 で は、 地 形 上 水 稲 栽 培 は 困 難

で 年 貢 米 は も と よ り 飯 米 も 大 量 に 事 欠 く。 急 斜 面 で は 開 削 し た 下 畑 や 山 畑 で 米 以 外 の 穀 類

と 甘 薯 な ど を 栽 培 し 口 す ぎ を し な け れ ば な ら ず、 藩 制 時 代 に に あ っ て は、 と う て い 劣 勢 を

免 れ 得 な い 土 地 柄 で あ っ た。 田 畑 だ け で な く、 船 潤 の 余 地 も 無 く、 延 宝 以 降 の 仕 込 漁 業 に

も 不 向 き で あ り、 若 狭 湾 を 回 遊 す る 豊 富 な 魚 類 を よ そ に、 河 野 ・ 今 泉 浦 で は 漁 場 を 村 内 の

他 浦 へ 貸 与 し、 明 治 期 に は 岩 手 県 南 部 や 越 中 富 山 の 大 謀 師 に ゆ だ ね た。 そ し て、 こ ぞ っ て

渡 海 船 稼 ぎ を 業 と し、 船 頭 や 水 主 と し て 他 船 の 外 に 敦 賀 や 小 浜 港 の 船 主 に 雇 わ れ る。7、

8 軒 の 高 持 ち は 山 間 赤 萩 村 百 姓 の 小 作 に 田 地 を お ろ し、 船 持 ち と な る 事 を 願 い 船 稼 ぎ に 専

念 し た。 こ の よ う に 船 稼 ぎ を 唯 一 の 業 と し て、荒 稼 ぎ を し て き た 先 人 が 土 着 し 集 落 を 創 り、

多 少 と も 船 を 廻 遭 す る こ と を 業 と し て 近 江 商 人 の 荷 所 船 始 め 天 渡 船 等 に 寄 っ て き た こ と が

想 像 で き る。」（「河 野 浦 と 渡 海 船 商 売」 右 近 純 一 著）

　 こ れ は ま さ に、右 近・中 村 両 家 を 旗 頭 に 北 前 廻 船 業 を 唯 一 の 生 業 と し な け れ ば な ら な か っ

た 河 野 海 村 集 落 の 地 理 的 歴 史 環 境 が も た ら し た 姿 と 云 え よ う。 そ れ が 没 落 の 激 し か っ た 北

前 廻 船 業 の 成 功 者 と な り、 日 本 海 五 大 船 主 の 内 の 2 船 主 を う む 北 前 廻 船 業 成 功 者 の 居 住 地

集 落 に な っ た 要 因 な の で あ る。

旧右近家住宅 西洋館右近家住宅（北前船主の館 右近家）

昭和初期の河野浦集落現在の河野浦集落
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表１　河野浦北前廻船業年表

河野浦に36艘の船があった。

（享保14年の「他国廻船」の史料）

河野浦に紫船－15艘、弁才船－4艘、北国船－1艘の船があった。

（河野浦の船数を書き上げた史料）

「鯟荷所」を運んだ船主の中に、中村三郎右衛門や右近権左衛門など河野浦の
船主の名がある。

(近江商人西川伝右衛門の史料)

河野浦の船主は、荷所船の船主として運賃積みによる廻船経営を行いながら、
自ら仕入れた商品の売買によって利益を得る買積み経営も行うようになった。

（右近家の経営帳簿に荷所運賃と買積みによる収入記載がある）

寛政10年（1798）
四百石積の弁才船が河野浦に4艘あり。
右近権左衛門－1艘、中村三郎右衛門－3艘の船を所有していた。

文化4年（1807）
右近家は五百石積の弁才船1艘、中村家は六百石積の弁才船2艘を所有。その他5
～9人の天渡船の船主がいた。

河野浦は「往古は村方も担応の所柄にて渡海船(「他国廻船」)も数多有之、村
中船稼第一を以、賑々敷渡世仕候」と記されている。
この他国船は、江戸前期に松前蝦夷地に進出した近江商人がその地の鰊(ニシ
ン)などの蝦夷地産物(「荷所荷」)を敦賀、小浜湊へ輸送するために共同雇用し
た廻船、すなわち「荷所船」として松前と敦賀・小浜間を往来した運賃積み廻
船であった。

河野浦で難破破船や「売損」で潰れた船主が多く出て、同浦は年貢収入に困り
果てていたことが記されている。

（文化15年の史料）

寛政年間～明治初年
（1789～1868）

船持以外の河野浦住人の多くは、船乗りとして雇用されていた。
「万歳帳」(河野浦庄屋の記録帳)には船乗りに雇用された数は延べ405人。その
うち約9割が敦賀・小浜の船主に雇用されている。(そのピークは寛政～文政
期。)と記されている。

右近・中村両家が急激に持船数を増加させていった。

右近家の場合、安政元年(1854)には6艘
　　　　　　　明治初年(1868) 　10艘

右近・中村両家以外の船主も現れている。
敦賀・小浜の船主に雇用される河野浦の住人が激減する。(地元の船主が多数の
船を所有することになり、これに雇用された結果である。)

幕末以降、河野浦では右近・中村両家の船主や船乗が次第に増加した。

河野浦住民総数105名のうち
　松前より大阪迄の渡海船商売　　　　　－5名(右近・中村両家)
　「船稼ぎ」(船乗り)　　　　　　　　　－86名
　「三国より敦賀迄」の「伝渡船」持ち　－7名
同浦の海運従事者は全村民の90％以上を占めていた。

（明治3年(1870)の河野浦住民の職業史料）

享保14年（1729）

明治3年（1870）

（出所）山形裕之著「プロローグ・河野浦と右近家」より作成

元文～宝暦期
（1736～64）

嘉永以降（1848～）

宝暦11年（1761）

天明～寛政期
(1781～1800)

文化15年（1818）
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Ⅴ　河野浦集落と船主館

　 河 野 浦 最 古 の 地 籍 図 は、明 治 9 年 (1876) の 「越 前 国 南 条 郡 河 野 浦 字 限 地 籍 絵 図」（図 2）

で あ る。

　 当 地 籍 図 は、 昭 和 6 年 (1931) の 県 道 河 野 線 改 修 工 事 完 成 （昭 和 47 年、 現 在 の 国 道 305

号 線 に な る） 以 前 の 北 ノ 町 と 南 ノ 町 の 敷 地 割 ・ 耕 地 ・ 村 道 を 示 す。 海 岸 が 集 落 に 迫 り、 東

側 断 層 海 岸 に 沿 っ て 南 北 帯 状 に 集 落 形 成 し、 現 集 落 の 原 形 を 示 す。 そ し て、 集 落 の 東 西 ほ

ぼ 中 央 を 海 岸 に 沿 っ て 南 北 に 通 る 村 道、 そ れ を 挟 ん で 東 西 の 敷 地 割 が 現 集 落 の 敷 地 割 基 盤

と な っ て い る。 北 前 船 稼 商 売 で 成 功 し た 南 ノ 町 の 右 近 権 左 衛 門 家、北 ノ 町 の 中 村 三 之 丞 家、

刀 禰 新 左 衛 門 家、 そ し て、 中 村 家 よ り 元 禄 期 に 分 家 し た 中 村 吉 衛 門 家 の 4 家 の 屋 敷 地 は、

西 側 （海 側） の 敷 地 も 所 有 し、 村 道 を 挟 み 東 西 の 敷 地 割 を 占 め る 一 郭 を 形 成 し て い る。

　 表 2 は、 前 述 の 4 家 の 家 屋 敷 図 と 間 口、 主 屋 前 の 道 路 幅 を 示 す。 敷 地 中 央 を 貫 く 旧 村

道 を 挟 ん で、東 側 （山 側） は 石 積 み 基 壇 上 に 平 地 を 構 築 し、海 側 向 き に 主 屋 を 設 け て い る。

船 主 館 は 河 野 浦 に あ っ て ひ と き わ 大 き な 間 口

の 家 構 え を つ く る。 さ ら に そ の 前 方、 道 路 幅

8 尺 (2.4m) ～ 10 尺 (3m) の 旧 村 道 を 挟 ん だ 西

側 （海 側） に、 旧 村 道 に 沿 っ て 海 を 背 に し て

土 蔵 を 連 ね、 海 側 に 向 か っ て 表 門 を 開 く 門 構

え は、 河 野 浦 の 船 主 館 の 屋 敷 構 え に 共 通 し て

捉 え る こ と が で き る。 そ し て、 河 野 浦 の 船 主

館 は、 旧 村 道 側 に 開 く 土 蔵 構 え と 平 入 り 主 屋

の 家 並 み が つ く る 旧 村 道 の 町 並 み 景 観 を つ く

り だ し て い る。

　 つ ま り、 旧 村 道 を 挟 ん で、 東 側 に 主 屋 を 海

に 向 か っ て 平 入 り に 構 え、 西 側 に 土 蔵 を 連 ね

て 表 門 を 海 に 向 か っ て 開 く 河 野 浦 の 船 主 館 の

屋 敷 構 え は、 主 屋 を 潮 風 か ら 遮 り、 海 側 を 表

構 え と す る 河 野 浦 の 特 色 あ る 海 村 景 観 を つ く

り だ し て い る こ と が 分 か る。そ し て そ こ に は、

長 く 海 洋 に 生 き、 厳 し い 廻 船 業 に も 携 わ っ て

き た 河 野 人 に し か 知 る こ と の で き な い 海 へ の

畏 敬 の 念 が 表 さ れ、 河 野 浦 文 化 を 醸 成 し て い

る。

Ⅴ　河野浦集落と船主館

表２　船主館の家屋敷図と間口・前面の道路幅　
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　　図２　河野浦の現代地図と「越前国南条郡河野浦
　　　　　字限地籍図」( 明治 9 年 )

二字「南ノ町」一字「北ノ町」

二十字「八幡山」

尾合根地区

「北ノ町」 「南ノ町」

上段：「北ノ町」と「南ノ町」　下段：「尾合根」地区
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Ⅵ　中村家住宅の建物

　「中 村 家 は 伊 予 国 守 護 河 野 通 治 の 流 れ を 汲 み、 南 北 朝 戦 に 際 し 通 治 の 一 族 は 南 朝 方 新 田

義 貞 の 傘 下 と な っ て 金 ヶ 崎 合 戦 に 参 戦 し、 そ の 後 こ こ に 土 着、 故 あ っ て 中 村 と 改 名 し て 今

日 に 至 る と か 伝 え ら れ る」 と 河 野 村 誌 は 記 し て い る。 中 村 家 の 持 ち 船 の 旗 印 で 通 用 印 で も

あ る 井 桁 三 紋 は、 伊 予 の 河 野 家 の 角 切 三 紋 の 変 形 と 伝 え ら れ て い る。 そ し て、 天 明 9 年

(1789) の 廻 国 巡 見 使 三 番 御 宿 と、天 保 9 年 (1838) の 廻 国 巡 見 使 の 一 番 御 宿 を も 勤 め て い た。

中 村 家 は、 河 野 浦 「高 持」8 家 の う ち の 一 家 で、 地 主 と し て 農 業 を 営 む 一 方、 江 戸 時 代 初

期 か ら 起 る 北 国 廻 船 業 に 早 く か ら 乗 り 出 す。 船 持 ち と し て、 寛 政 年 間 に は 400 石 積 の 弁

才 船 3 艘 を 所 有 し、 幕 末 か ら 明 治 中 期 に か け て 激 増 す る 北 前 船 主 の 中 で、 右 近 家 と と も

に 日 本 海 五 大 船 主 に 挙 げ ら れ る 隆 盛 を 得 た の で あ る。 代 々、「中 村 三 郎 右 衛 門」 を 名 乗 り、

明 治 2 年 (1869) よ り 当 主 の 実 名 「中 村 三 之 丞」 に 改 名 し、 今 日 に 至 る の で あ る。

　 中 村 家 住 宅 は、 河 野 浦 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 金 相 寺 の 北 隣 り に 位 置 す る。 敷 地 は 東 側 を

石 積 崖 の 山 地 と し、 西 側 を 海 岸 ( 現 況 は 埋 め 立 て 拡 張 さ れ、 国 道 305 号 が 通 る ) に、 東 西

お よ そ 38 ｍ、南 北 お よ そ 44 ｍ の 台 形 を 呈 す る。そ の ほ ぼ 中 央 を、南 北 に 旧 村 道（幅 員 2.55m）

が 通 る。 敷 地 面 積 は 約 1,040㎡ で あ る。 背 後 に 山 地 を 負 っ た 狭 小 な 地 形 の 南 北 に 通 る 旧 村

道 に 沿 っ て、山 側（東 部）に は お よ そ 60㎝ 高 い 石 積 み 基 壇 上 に 平 地 を 構 築 し、間 口 24.4 間、

海 側（西 側）に 向 け て 主 屋（居 宅）を 設 け て い る。 そ し て、海 側（西 部）に は 旧 村 道 に 沿 っ

て 妻 入 り ・ 平 入 り に 土 蔵 を 連 ね、 主 屋 式 台 正 面 に 海 に 向 か い 格 式 高 い 薬 医 門 を 開 く。 こ う

し た 当 家 の 繁 栄 が も た ら し た 豪 壮 な 家 屋 敷 は、 近 代 黎 明 期 の 河 野 の 地 域 文 化 を 反 映 し た 特

徴 的 な 北 前 船 主 の 館 を 生 み 出 し て い る。

　 建 物 は、 山 側 に は 新 蔵 と 平 屋 建 て 座 敷 を も つ 2 階 建 て 主 屋、3 層 に 望 楼 を も つ 増 築 3 階

建 て 新 座 敷 と セ ド ク ラ ( 背 戸 蔵 )、 そ し て、 海 側 の 土 蔵 群 （西 蔵、 バ ン ゲ 蔵、 前 蔵、 米 蔵、

塩 物 蔵 ・ 浜 蔵） か ら な る。 土 蔵 は 主 屋 北 側 の 新 蔵 と 新 座 敷 南 側 の セ ド ク ラ （中 村 家 で は 瀬

戸 物 を 納 め た 「瀬 戸」 蔵 を セ ト グ ラ と

呼 ん で い た） を 合 わ せ ７ 棟 存 在 す る。

　 建 物 の 延 べ 床 面 積 は 617.67㎡ （土 蔵

を 含 む） で あ る。

建物の配置と名称（1/500）

１．中村家の歴史と家屋敷
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　 主 屋 は、 新 蔵 と 平 屋 建 て 座 敷 を も つ 切 妻 造 り 2 階 建。 平 入 り。 瓦 葺 き で、 棟 に は 井 桁 三

紋 の 巴 瓦、 北 前 船 の 帆 を 入 れ た 雲 型 跨 鬼 に 立 浪 型 鳥 衾 瓦 が 載 る。 平 面 は、 左 手 に 座 敷 廻 り

を 採 り、 右 手 に 板 の 間 を 配 す る 構 成 で、 主 屋 正 面 は、 旧 村 道 よ り 石 積 み の 基 壇 上 に 玄 関 式

台 と 大 戸 口 が 並 ぶ 格 式 の 高 い 構 え を つ く る。 正 面 大 戸 口 よ り 入 っ て 土 間 ニ ワ。 そ の 上 り 縁

の 先 が ダ イ ド コ ロ。 そ の 奥 の 1 段 高 い 板 の 間 の コ エ ン、 ヘ ヤ が 続 く。 一 方、 ダ イ ド コ ロ の

上 手 に は 式 台 に 続 く 座 敷 8 室 す な わ ち、中 の 間、オ イ エ、ナ ン ド、そ し て、本 座 敷 と 次 の 間、

仏 間、 隠 居 間、 休 足 （息） の 間 を 配 す る。

　 主 屋 2 階 建 の 式 台、 中 の 間、 オ イ エ、 ナ ン ド と 板 の 間 は、 伝 統 的 な 農 家 の 上 普 請 の 象 徴

で あ る 欅 普 請 で、 色 付 け （紅 柄 塗） を 施 す。 一 方、 本 座 敷、 次 の 間、 仏 間、 隠 居 間、 休 足

の 間 と 増 築 新 座 敷 は、 船 主 が 好 ん だ 栂 普 請 で あ る。

　 ダ イ ド コ ロ は 2.5 × 6 間。 板 張 り で オ イ エ 側 に 囲 炉 裏 を 切 り、 そ の 前 方 ヘ ヤ 側 と そ の 背

後 2 ヶ 所 に 井 戸 を 置 く。 ニ ワ 側 に は 2 口 の 竈 を 配 す る。 そ の 背 後 に 流 し、 薪 棚、 茶 碗 棚

等 を 設 け て い る。 広 い ダ イ ド コ ロ と そ れ を 囲 む 6 本 の 基 本 柱 と 上 部 の 架 構 は、 火 袋 を 象 徴

的 に つ く る。 す な わ ち、 ダ イ ド コ ロ の 中 心 を 形 造 る 6 本 の 太 い 欅 柱 が、 梁 間 2.5 間 に 3 本

主屋 1 階 平面図（1/200）

２．各建物の概要

(1) 主　屋

構造形式

規　　模

桁 行 15.871m、 梁 間 12.376m、2 階 建、 切 妻 造、 桟 瓦 葺。

西 側 に 下 屋 を 出 し、 南 側 一 部 を 下 屋 に 天 窓 を 開 け る。 北 側 に 桁 行 7.579m、 梁

間 7.558m、平 屋 建、切 妻 造、桟 瓦 葺 の 別 棟 が 取 り 付 き、西 側、東 側 に 下 屋 を 出 す。

そ し て さ ら に、北 側 新 蔵 の 東 側 に 桁 行 5.708m、梁 間 4.301m の 寄 棟 造、平 屋 建、

桟 瓦 葺 の 別 棟 が 取 り 付 く。

平 面 積 346.70㎡ （新 蔵 を 除 く）
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づ つ 前 後 同 じ 位 置 に 配 置 さ れ、 互 い の 柱 は 上 部 の サ シ モ ン （松 丸 太） で 結 ぶ。 一 方、 太 い

欅 柱 に は ヒ ラ モ ン （欅 材） を 渡 し、 半 間 間 隔 に 束 柱 （欅 材） を 立 て た 火 袋 の 広 く 高 く 豪 壮

な 架 構 は 豪 農 の 造 り を 誇 る。 そ の 棟 に は 浜 風 を 避 け、 煙 り 出 し の 小 屋 根 を 棟 裏 側 に 登 ら せ

開 け る。 そ し て、 下 手 妻 壁 よ り 南 光 を 射 る。 囲 わ れ た 大 き な 火 袋 は、 長 い 冬 を 室 内 で 暮 ら

す 北 陸 の 風 土 が 生 み 出 し た も の と 考 え ら れ る

　 一 方、 ダ イ ド コ ロ 上 手 座 敷 8 室 は、 床 を 1 段 高 く ダ イ ド コ ロ な ど 板 間 に 対 し 上 座 と し、

本 座 敷、次 の 間、中 の 間、隠 居 間、仏 間、オ イ エ と 3 段 2 列 の 6 室 に 北 側 の 客 間 「休 足 の 間」

と オ イ エ 東 の ナ ン ド を 付 加 し た 間 取 り で、 且 つ、 中 の 間、 オ イ エ、 ナ ン ド の 根 太 天 井 に 対

し て、本 座 敷、次 の 間、仏 間、隠 居 間、休 足 の 間 は 竿 縁 天 井 と し、上 位 の 座 敷 と し て い る。

　 本 座 敷 は 8 帖。 そ れ に 次 の 間 8 帖、 東 側 仏 間 8 帖 と、3 室 の 座 敷 が 鍵 型 に 並 ぶ。 ま た、

次 の 間 に 続 く 取 次 の 間 で あ る 中 の 間、 そ れ に 表 通 り （旧 村 道） 基 壇 上 に 設 け ら れ た 式 台 と

か ら な る 玄 関 構 え を と る。 そ し て、 本 座 敷 の 西 側 縁 側 越 し に、 黐 （も ち） の 木 を 主 木 と し

た 前 庭 を 設 け る。 潮 風 に も 強 い 黐 の 木 に は、「家 の も ち が い い よ う に」 と の 意 味 が 込 め ら

れ て い る と、 河 野 浦 地 域 に は 伝 え ら れ て い る。

　 本 座 敷 の 東 側 は 中 廊 下 で、隠 居 間、休 足 の 間 に 伝 い、休 足 の 間 に 湯 殿 と 便 所 が 付 設 す る。

そ し て、 次 の 間 の 東 側 に 接 し て 設 け た 仏 間 と 隠 居 間、 休 足 の 間 の 東 側 の 縁 側 越 し に 主 庭 を

設 け る。 そ こ に は、 東 側 山 地 を 拓 き、 高 く 廻 ら さ た 石 垣 堤 に 沿 っ て、 南 北 に 湧 水 を 用 い た

池 泉 の 庭 を 凝 ら し て い る。

　 ダ イ ド コ ロ 上 手 の オ イ エ は 当 主 家 族 の 食 事 場 で、 床 を 1 段 高 く 無 目 框、 そ し て、 無 目 鴨

居 を 入 れ た 十 畳 間。 当 主 の 居 室 で あ る ナ ン ド、仏 間、中 の 間 と 接 す る。 ナ ン ド 側 欅 太 柱（8.9

寸 角） に 沿 っ て 板 畳 （欅 板） 一 畳 を 入 れ、 ナ ン ド 側 に 戸 棚 を 設 え る 特 異 な 水 屋 構 え を つ く

る。 板 畳 は、 ダ イ ド コ ロ 側 か ら 給 仕 を 行 う た め の 配 膳 板 で あ る。 そ し て、 ダ イ ド コ ロ の 奥

は、 使 用 人 た ち の 食 事 場 で あ っ た 7 畳 半 の 板 間 コ エ ン と な る。

　 主 屋 2 階 は、東 2 階 の「座 敷 6 帖」「次 の 間 6 帖」「使 用 人 部 屋」と 表 2 階 の「座 敷 8 帖」

「座 敷 6 帖」「座 敷 7 帖」、 裏 2 階 の 「座 敷 ４ 畳 半」 か ら な る。 ダ イ ド コ ロ の 四 方 に は 階 段

主屋 2 階 平面図（1/200）
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　 桁 行 4.676m、 梁 間 7.516m、3 階 建、 桟 瓦 葺。 東 西 南 北 四 方 に 屋 根 を 付 降 ろ

す 構 成 に、2 階 西 側 8 帖 座 敷 の 上 に 望 楼 を 載 せ る。 望 楼 は 桁 行 3.750m、 梁 間

3,753m、寄 棟 造、桟 瓦 葺。西 側 を 正 面 に、三 方 を 船 枻 造 に 扇 垂 木 軒 を 大 き く 出 す。

そ し て、 そ の 東 側 に 階 段 室 を 下 屋 に 出 す。 ダ イ ド コ ロ 下 手 は 空 地 を 挟 ん で、 そ

の 奥 ミ ズ ヤ か ら 増 築 新 座 敷 棟 に 続 き、そ の 南 側 隣 地 に 接 し て セ ド ク ラ ( 背 戸 蔵 )

を 置 く。

　 平 面 積 45.38㎡ （セ ド ク ラ を 除 く）

　 増 築 新 座 敷 棟 は、 瓦 葺 ３ 階 建 て、 栂 普 請。1・2 層 が 客 間 座 敷、 そ れ に 海 を 望 む 表 側 に

3 層 目 望 楼 が 載 る。

　 ダ イ ド コ ロ 下 手 の ミ ズ ヤ に は 新 座 敷 棟 と の 間、 擬 宝 珠 を あ し ら っ た 総 欅 造 り の 見 事 な 洋

風 階 段 が 設 け ら れ、 そ れ か ら 2 階 座 敷、 そ し て 3 層 望 楼 へ と 導 か れ る。 望 楼 は 瓦 葺 き 寄

を 設 け、 主 屋 2 階 の 諸 部 屋 を ダ イ ド コ ロ 上 部 の 大 き な 火 袋 を 中 心 に 分 割 配 置 し て い る。 す

な わ ち、 東 2 階 の 「座 敷 ６ 帖」 と 「次 の 間 ６ 帖」 に 導 く コ エ ン に 置 か れ た 箱 階 段 と、 東 2

階 「使 用 人 部 屋」 に 上 る 梯 子 段。 表 2 階 の 「座 敷 ８ 帖」、「座 敷 ６ 帖」 に 導 く ニ ワ の 小 縁 に

置 か れ た 箱 階 段。 そ し て、表 2 階 「座 敷 ７ 帖」 へ と 導 く ダ イ ド コ ロ の 下 手 西 側 の 側 桁 階 段。

裏 2 階 「座 敷 ４ 畳 半」 へ と 導 く ダ イ ド コ ロ 脇 の ミ ズ ヤ に 設 け ら れ た 洋 風 階 段 で あ る。 表 2

階 「座 敷 7 帖」 や 裏 2 階 座 敷 「4 畳 半」 へ の 階 段 か ら は そ れ ぞ れ 新 座 敷 2 階 に も 伝 え る。

　 こ れ ら 2 階 の 座 敷 は 後 の 改 修 造 作 普 請 が 行 わ れ て い た。 す な わ ち、東 2 階 の「座 敷 ６ 帖」

「次 の 間 ６ 帖」と 表 2 階 の「座 敷 ８ 帖」は、栂 造 作 が 凝 ら さ れ、そ れ を 示 す「本 家 二 階 図」（図

⑯） が 残 さ れ て い る。 ま た、 表 2 階 の 「座 敷 7 帖」「座 敷 ６ 帖」 も 栂 造 作 が 凝 ら さ れ、 両

座 敷 の 厚 い 境 壁 は 表 2 階 階 段 室 増 築 の 際 の 改 修 工 事 を 物 語 っ て い る。 さ ら に、裏 2 階 の「座

敷 ４ 畳 半」 の 栂 造 作 も、 新 座 敷 の 増 築 に 伴 っ た 普 請 に 依 っ て い た。

新座敷及びセドクラ 1 階 平面図（1/200）

(2) 新座敷

構造形式

規　　模

新座敷及びセドクラ 2 階 平面図（1/200）



17

Ⅵ　中村家住宅の建物

棟 造 り、 軒 を 扇 垂 木 に 三 方 船 枻 造 り で、 船 主 館 に 相 応 し い 表 構 え に 添 え る。

　1 階 座 敷 は、 表 側 （西 側） に 主 座 敷 8 畳、 次 の 間 8 畳 と し、 そ れ ぞ れ 東 西 に 縁 側、 そ し

て 庭 を 設 け る。 主 座 敷 8 畳 は 栂 の 角 柱 長 押 付 き、 聚 楽 土 塗 り。 天 井 は 杉 杢 板 羽 重 ね 張 り 竿

縁 天 井。 南 側 正 面 の 右 側 に 一 間 床 を 構 え、 縁 側 に 向 か っ て 付 書 院 を 設 け る 数 寄 屋 造 の 座 敷

で あ る。 床 柱 は も み じ の 角 柱。 そ れ に 真 塗 の 床 框 と 杉 の 落 掛 を 取 り 合 せ る。 床 は 薄 縁 敷。

床 脇 は 欅 の 地 板、 花 梨 （束 は チ ー ク） の 違 棚。 付 書 院 は 欅 の 卓 板 で、 三 方 に 枠 を 廻 し て 引

違 い の 障 子 欄 間 と し た や や 重 厚 な 造 り で あ る。 次 の 間 境 の 欄 間 に は 黒 漆 塗 の 枠 に 金 泥 で 菊

紋 を 配 し た 桐 板 が 嵌 め ら れ て い る。

　2 階 座 敷 は、 表 側 に 主 座 敷 8 畳、 次 の 間 8 畳、 そ の 東 西 に 縁 側 が 付 く。 栂 の 角 柱、 長 押

を 付 け ず。 青 竹 色 土 壁 塗 り。 天 井 は 杉 杢 板 羽 重 ね 張 り 竿 縁 天 井。2 階 座 敷 に 相 応 し く 軽 快

な 数 寄 屋 造 に 凝 ら さ れ て い る。 主 座 敷 は、 南 側 に 各 一 間 の 床 と 床 脇 を 設 け、 栂 四 方 柾 の 床

柱 に 真 塗 の 床 框、 杉 の 落 掛 を 取 り 合 せ る。 右 側 縁 に 向 か っ て 壁 と し、 そ の 中 に 平 書 院 を 開

け、 左 側 に 地 板 を 入 れ 違 棚 の 一 方 を 袋 棚 に し た 斬 新 な 床 構 え を つ く る。 次 の 間 境 の 欄 間 に

は、 桐 板 に 象 牙 の 鶴 が 嵌 め ら れ て い る。

　 望 楼 座 敷 は 6 畳 敷。 栂 柱 に 鼠 色 の 土 壁 塗。 天 井 は 杉 杢 板 羽 重 ね 張 り 竿 縁 天 井。 そ し て 入

口 の 戸 襖 脇、 間 口 一 間 半 床 を 海 側 に 向 け 構 え る。 三 方 に 一 間 4 枚 摺 り ガ ラ ス 障 子 引 違 い の

肘 掛 窓 を 開 け、 勾 欄 付 き の 肘 掛 濡 れ 縁 を 廻 ら す。

　 床 は、 杉 柾 板 の 前 板 に 一 間 半 通 し に 白 竹 の 落 掛 を 渡 し、 そ の 上 を 透 か し、 そ し て 間 中 に

杉 磨 き 丸 太 の 床 柱 を 立 て、 紫 檀 の 框 床 に 杉 の 落 掛 を 取 り 合 わ せ る。 狆 潜 り を や や 高 く あ け

る。 床 は 薄 縁 敷 き。 一 方 の 床 脇 は 欅 板 の 蹴 込 み 床 と し、一 位 の 板 ( 中 に 楓 の 葉 を あ し ら う )

を 矩 折 に、 中 を 円 く 透 か し た 違 棚 を 入 れ、 無 目 に 替 え て シ ャ レ 木 小 丸 太 を 渡 し、 そ の 上 部

壁 も 透 か す 軽 快 で 斬 新 な 意 匠 が 凝 ら さ れ、 そ の 開 放 感 は 海 へ 開 く。

　 こ う し た 洒 落 た 意 匠 の 望 楼 座 敷 に は、 離 れ 建 物 を 象 徴 す る よ う に 近 代 期 の 気 風 に 満 ち た

開 放 的 な 寛 い だ 雰 囲 気 が 醸 成 さ れ て い る。 一 方、 農 家 型 を 基 調 と し た ダ イ ド コ ロ 廻 り の 豪

壮 な 造 り は、 本 座 敷 の 意 匠 に も 保 守 的 な 古 調 を 留 め、 そ れ ら が 相 俟 っ て 近 代 黎 明 期 の 時 代

風 潮 の 一 面 を 窺 わ せ る 近 代 和 風 建 築 の 姿 を 中 村 家 住 宅 に 見 る こ と が で き る の で あ る。

新座敷 3 階 平面図（1/200）
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　 桁 行 3 間、 梁 間 2 間 の 規 模 で、1・2 階 と も 間 仕 切 り を 設 け ず 1 室 と す る。 基 礎 は

野 石 布 積 み に 縁 石 を 敷 い た 布 基 礎。 柱 は 欅 の 角 材、 側 廻 り 通 柱 に 半 間 間 隔 に 配 す る。 折 置

組 に 小 屋 梁 （欅） を 架 け、 束 立 て て 牛 梁 （欅） を 受 け、 こ の 牛 梁 に 登 り 梁 を 架 け て 屋 根 面

を 支 持 す る。 屋 根 は 桟 瓦 葺、 軒 裏 及 び 螻 羽 は 漆 喰 塗 り 込

め と し、 垂 木 形 を 見 せ る。 外 壁 は 土 壁 の 大 壁、 漆 喰 仕 上

げ と し、 腰 廻 り を さ さ ら 子 下 見 板 張 り と す る。 内 部 は 真

壁、 漆 喰 仕 上 げ。 床 は 1・2 階 と も 広 幅 の 欅 板 張 り （ 釘

留 め 未 確 認 ）。 大 引 は 梁 間 方 向 に 半 間 間 隔 で 通 る。 箱 階

段 を 置 く。 入 口 に は 外 か ら 順 に、 両 開 き の 土 扉、 片 引 き

の 土 戸、 板 戸、 腰 高 障 子 が 入 る。2 階 窓 は 壁 面 に 合 わ せ

て 土 扉 と し、 壁 心 付 近 に 鉄 格 子 （金 網） を い れ、 内 部 に

窓 枠 を 取 り 付 け て 土 扉 を 入 れ る。

　 桁 行 5 間、 梁 間 2.5 間 の 規 模 で、1・2 階 と も 間 仕 切 り を 設 け ず 1 室 と す る。 基

礎 は 笏 谷 石 の 切 石 １ 段 の 布 基 礎。 柱 は 欅 の 角 材、 側 廻 り 通 柱 に 半 間 間 隔 に 配 す る。 折 置 組

に 小 屋 梁 （欅） を 架 け、 束 立 て て 牛 梁 （欅） を 受 け る。 屋 根 は 桟 瓦 葺、 軒 裏 及 び 螻 羽 は 漆

喰 塗 り 込 め と し、 垂 木 形 を 見 せ る。 外 壁 は 土 壁 の 大 壁、 漆 喰 仕 上 げ と し、 腰 廻 り を 人 造 石

塗 洗 出 し 仕 上 （南 面 の み 張 付 け 石 積 み） と す る。 内 部 は 真 壁、 漆 喰 仕 上 げ。 床 は 1・2 階

と も 大 引 に 松 板 張 り （釘 留 め 未 確 認）。 箱 階 段 を 置 く。 大 引 は 梁 間 方 向 に 半 間 間 隔 で 通 る。

入 口 に は 外 か ら 順 に、 両 開 き の 土 扉、 片 引 き の 土 戸、 板 戸、 腰 高 障 子 が 入 る。 背 面 1 階 窓

は 鉄 扉、2 階 窓 は 壁 面 に 合 わ せ て 土 扉 と し、 壁 心 付 近 に 鉄 格 子 （金 網） を い れ、 内 部 に 窓

枠 を 取 り 付 け て 土 扉 を 入 れ る。

　 桁 行 4 間、 梁 間 3 間 の 規 模 で、1・2 階 と も 間 仕 切 り を 設 け ず １ 室 と す る。 基 礎 は

地 覆 石 に 花 崗 岩 の 切 石 １ 段 の 布 基 礎。 柱 は 欅 の 角 材、 側 廻 り 通 柱 に 半 間 間 隔 に 配 す る。 京

呂 組 に 小 屋 梁 （欅） を 架 け、 束 立 て て 牛 梁 （欅） を 受 け、 こ の 牛 梁 に 登 り 梁 を 架 け て 屋 根

面 を 支 持 す る。 屋 根 は 桟 瓦 葺、 軒 裏 及 び 螻 羽 は 漆 喰 塗 り 込 め と し、 垂 木 形 を 見 せ る。 外 壁

は 土 壁 の 大 壁、漆 喰 仕 上 げ。南・西 外 壁 と も 全 面 さ さ ら 子 下 見 板 張 り と す る。内 部 は 真 壁 １・

2 階 と も 欅 板 腰 横 羽 目 板 張 り、 漆 喰 仕 上 げ。 床 は 1・2 階 と も 広 幅 の 欅 板 張 り （釘 留 め 未

確 認）。2 階 床 の 大 引 は 梁 間 方 向 に 半 間 間 隔 で 通 る。 箱 階 段 を 置 く。 入 口 に は 外 か ら 順 に、

新蔵 1 階 ( 左 )・2 階 ( 右 ) 平面図（1/200）

規　　模 新 蔵 20.55㎡ ／ セ ド ク ラ 41.15㎡ ／ 西 蔵 41.88㎡ ／ バ ン ゲ 蔵 18.67㎡

前 蔵 33.94㎡ ／ 米 蔵 35.38㎡ ／ 塩 物 蔵 ・ 浜 蔵 38.65㎡

新蔵

セドクラ

新 蔵 　 　 　 　 　 桁 行 5.661m､ 梁 間 3.631m､ 2 階 建､ 妻 入､ 桟 瓦 葺 　 蔵 前 付 き

セ ド ク ラ 　 　 　 桁 行 9.433m､ 梁 間 4.363m､ 2 階 建､ 妻 入､ 桟 瓦 葺 　 蔵 前 付 き

西 蔵 　 　 　 　 　 桁 行 7.474m､ 梁 間 5.604m､ 2 階 建､ 妻 入､ 桟 瓦 葺 　 蔵 前 付 き

バ ン ゲ 蔵 　 　 　 桁 行 3.315m､ 梁 間 5.632m､ 2 階 建､ 平 入､ 桟 瓦 葺 　 蔵 前 付 き

前 蔵 　 　 　 　 　 桁 行 4.528m､ 梁 間 7.496m､ 2 階 建､ 平 入､ 桟 瓦 葺 　 蔵 前 付 き

米 蔵 　 　 　 　 　 桁 行 5.460m､ 梁 間 6.480m､ 2 階 建､ 平 入､ 桟 瓦 葺 　 蔵 前 付 き

塩 物 蔵 ・ 浜 蔵 　 桁 行 9.492m､ 梁 間 4.087m､ 2 階 建､ 平 入､ 桟 瓦 葺 　 蔵 前 付 き

(3) 土　蔵

構造形式

西蔵
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両 開 き の 土 扉、 片 引 き の 土 戸、 板 戸、 腰 高 障 子 が 入 る。 正 面 窓 に は、 外 壁 面 に 合 わ せ て 土

扉 を、 壁 心 付 近 に 鉄 格 子 （金 網） を い れ、 内 部 に 窓 枠 を 取 り 付 け て 土 扉 を 入 れ る。 背 面 中

央 に は ガ ラ ス 嵌 め 殺 し の 円 窓 を ２ 窓 開 け る。

　 桁 行 2 間、 梁 間 3 間 の 規 模 で、 平 入 り。1

階 に 間 仕 切 り を 設 け 2 室 と す る。 後 部 を 間 口 1 間 の 納

戸 と し、 妻 入 り に、 入 口 に は 片 引 き の 板 戸 が 入 る。2

階 は 1 室 と す る。 基 礎 は 地 覆 石 に 花 崗 岩 と 笏 谷 石 を 布

石 積 み し た 布 基 礎。 柱 は 桧 の 角 材、 側 廻 り 通 柱 に 半 間

間 隔 に 配 す る。 小 屋 組 は 両 妻 面 を 束 立 て の 二 重 梁 と し

て、 地 棟 と な る 牛 梁 を 架 け る。 こ の 牛 梁 に 登 り 梁 を 架

け て、 登 梁 上 に 半 間 間 隔 で 母 屋 を 渡 し た 化 粧 屋 根 裏 と

す る。 屋 根 は 桟 瓦 葺、 軒 裏 及 び 螻 羽 は 漆 喰 塗 り 込 め と

し、 鉢 巻 を 見 せ る。 外 壁 は 土 壁 の 大 壁、 漆 喰 仕 上 げ と

し、南 面 は 腰 廻 り、西 面 は 全 面 縦 羽 目 板 張 り （黒 塗 装）

と す る。 内 部 は 真 壁、1 階 は 柱 間 半 間 に 3 本 の 杉 丸 太

（ 径 3 寸 ） を 建 て た 土 塗 壁。 納 戸 は 柱 間 半 間 に 竪 羽 目

板 張 り と す る。2 階 壁 は 漆 喰 仕 上 げ。 床 は 土 間 仕 上 で、

入 口 側 土 間 半 分 を コ ン ク リ ー ト 土 間 に す る。 納 戸 は 板

張 り 床。2 階 床 は 杉 板 張 り （釘 留 め 未 確 認）。2 階 へ の

梯 子 階 段 を 置 く。2 階 床 の 大 引 は 桁 行 方 向 に 半 間 間 隔

で 通 る。 バ ン ゲ 蔵・納 戸 入 口 に は 片 引 き の 板 戸 が 入 る。

2 階 正 面 窓 に は 鉄 格 子 （ 金 網 ） を い れ、 内 部 に 窓

枠 を 取 り 付 け て 土 扉 を 入 れ る。

　 桁 行 2.5 間、 梁 間 4 間 の 規 模 で、1・2 階 と

も 間 仕 切 り を 設 け ず １ 室 と す る。 基 礎 は 地 覆 石 に

花 崗 岩 を ２ 段 布 石 積 み と し た 布 基 礎。 柱 は 欅 の 角

材、 側 廻 り 通 柱 に 半 間 間 隔 に 配 す る。 小 屋 組 は 京

呂 組 に 小 屋 梁 （欅） を 架 け、束 立 て し て 牛 梁 （欅）

を 受 け、 こ の 牛 梁 に 登 り 梁 を 架 け て 屋 根 面 を 支 持

す る。 屋 根 は 桟 瓦 葺、 軒 裏 及 び 螻 羽 を 漆 喰 塗 り 込

め、 鉢 巻 を 見 せ る。 外 壁 は 土 壁 の 大 壁、 漆 喰 仕 上

げ と し、 北 面 の み 腰 廻 り を 平 貼 り の な ま こ 壁、 そ

し て、 浜 風 の 強 い 西 面 ・ 南 面 の 外 壁 全 面 を さ さ ら

子 下 見 板 張 り （ 黒 塗 装 ） と す る。 内 部 は 真 壁、 漆

喰 仕 上 げ、2 階 の み 欅 板 腰 横 羽 目 板 張 り。 床 は 1・

2 階 と も 広 幅 の 欅 板 張 り （釘 留 め 未 確 認）。 箱 階 段

を 置 く。2 階 床 は、 梁 間 中 央 に 床 梁 を 掛 け、 梁 間

方 向 に 大 引 を 半 間 間 隔 で 通 す。 入 口 に は 外 か ら 順

に、 両 開 き の 土 扉、 片 引 き の 土 戸、 板 戸、 腰 高 障

子 が 入 る。2 階 正 面 窓 に は、 外 壁 面 に 合 わ せ て 土 前蔵及び米蔵 1 階 ( 下 )・2 階 ( 上 ) 平面図（1/200）

バンゲ蔵

前蔵

西蔵及びバンゲ蔵
1 階 ( 下 )・2 階 ( 上 ) 平面図（1/200）
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扉 を、壁 心 付 近 に 鉄 格 子 （金 網） を い れ、内 部 に 窓 枠 を 取 り 付 け て 土 扉 を 入 れ る。 ま た、1・

2 階 北 面 窓 に は 鉄 格 子 （金 網） を い れ、 内 部 に 窓 枠 を 取 り 付 け て 土 扉 を 入 れ る。1 階 窓 上

部 に は 霧 除 け 庇、2 階 窓 上 部 に は 唐 破 風 を 模 し た 霧 除 け 庇 を 付 け る。

　 桁 行 3 間、 梁 間 3.5 間 の 規 模 で、1・2 階 と も 間 仕 切 り を 設 け ず 1 室 と す る。 基 礎 は

地 覆 石 に 花 崗 岩 を 2 段 布 積 み と し た 布 基 礎。 柱 は 欅 の 角 材、 側 廻 り 通 柱 に 半 間 間 隔 に 配 す

る。 小 屋 組 は 京 呂 組 に 小 屋 梁 （欅） を 架 け、 束 立 て し て 牛 梁 （欅） を 受 け、 こ の 牛 梁 に 登

り 梁 を 架 け て 屋 根 面 を 支 持 す る。 屋 根 は 桟 瓦 葺、 軒 裏 及 び 螻 羽 を 漆 喰 塗 り 込 め、 鉢 巻 を 見

せ る。 外 壁 は 土 壁 の 大 壁、 漆 喰 仕 上 げ と し、 浜 風 の 強 い 西 面 ・ 南 面 の 外 壁 全 面 を 縦 羽 目 板

張 り （黒 塗 装） と す る。 内 部 は 真 壁、漆 喰 仕 上 げ、2 階 の み 欅 板 腰 横 羽 目 板 張 り。 床 は 1・

2 階 と も 広 幅 の 欅 板 張 り（釘 留 め 未 確 認）。箱 階 段 を 置 く。2 階 床 は、梁 間 中 央 に 床 梁 を 掛 け、

梁 間 方 向 に 大 引 を 半 間 間 隔 で 通 す。 入 口 に は 外 か ら 順 に、 両 開 き の 土 扉、 片 引 き の 土 戸、

板 戸、腰 高 障 子 が 入 る。2 階 正 面 窓 に は、外 壁 面 に 合 わ せ て 土 扉 を、壁 心 付 近 に 鉄 格 子 （金

網） を い れ、 内 部 に 窓 枠 を 取 り 付 け て 土 扉 を 入 れ る。 ま た、1・2 階 北 面 窓 に も 鉄 格 子 （金

網） を い れ、 内 部 に 窓 枠 を 取 り 付 け て 土 扉 を 入 れ る。

　 桁 行 5 間、 梁 間 2 間 の 規 模 で、 東 側 に 梁 間 お よ そ 1,200㎜ の 下 屋 を 出 す。

蔵 前 の 土 間 と し、そ の 北 側 1 間 を 物 入 と す る。土 蔵 1 階 は 塩 物 蔵 桁 行 3 間 に 間 仕 切 り を 設 け、

塩 物 蔵 と 浜 蔵 と を 分 け、2 階 も 塩 物 蔵 桁 行 2.5 間 で 間 仕 切 り、 分 け て 1・2 階 と も そ れ ぞ

れ 2 室 と す る。 基 礎 は 花 崗 岩 の 切 石 1 段 の 布 基 礎 を ま わ す。 柱 は 桧 の 角 材、 側 廻 り 通 柱

に 半 間 間 隔 に 配 す る。 浜 蔵 の 小 屋 組 は、 両 妻 梁 に 束 立 て し て 牛 梁 を 架 け る。 こ の 牛 梁 に 登

り 梁 を 架 け、 そ の 上 に 半 間 間 隔 で 母 屋 を 渡 し た 化 粧 屋 根 裏 と す る。 一 方、 塩 物 蔵 の 小 屋 組

は、 妻 梁 に 牛 梁 （欅） を 架 け、 こ の 牛 梁 に 登 り 梁 を 架 け て 屋 根 面 を 支 持 す る。 異 な る 二 つ

の 小 屋 組 み を 合 わ せ て １ 棟 に つ く る。 屋 根 は 桟 瓦 葺、 軒 裏 及 び 螻 羽 を 漆 喰 塗 り 込 め 仕 上 と

す る。 外 壁 は 土 壁 の 大 壁、 漆 喰 仕 上 げ と し、 三 方 外 腰 壁 を さ さ ら 子 下 見 板 張 り （黒 塗 装）

と し、 蔵 前 の 腰 は 目 板 張 り と す る。

　 浜 蔵 の 内 部 は、 真 壁、 漆 喰 仕 上 げ、1・2 階 腰 板 を 入

れ る。 床 は 1・2 階 と も 桧 板 張 り （ 釘 留 め 未 確 認 ）。 側 桁

階 段 を 置 く。2 階 床 の 大 引 は 梁 間 方 向 に 半 間 間 隔 で 通 る。

正 面 入 口 に は 外 か ら 順 に、 片 開 き の 土 戸、 片 引 き の 腰 高

障 子 が 入 る。ま た、西 側 に も 片 引 き 板 戸 の 開 口 部 を 開 け る。

そ し て 2 階 正 面 窓 に は、壁 心 付 近 に 鉄 格 子（金 網）を い れ、

内 部 に 窓 枠 を 取 り 付 け て 片 引 き 板 戸 を 入 れ る。 一 方、 塩

物 蔵 の 内 部 は、 真 壁、 漆 喰 仕 上 げ、1 階 腰 は 横 羽 目 板 張

り と し、2 階 は 腰 板 張 り と す る。1 階 床 は 土 間 叩 き 仕 上 げ、

奥 1 間 を 上 り 框 に 桧 板 床 張 り と す る。 そ し て 土 間 の 北 東

隅 に は 半 畳 の 床 縁 を 設 け て、 側 桁 階 段 を 置 く。2 階 床 は

桧 板 張 り （釘 留 め 未 確 認）。2 階 床 の 大 引 は 梁 間 方 向 に 半

間 間 隔 で 通 る。 塩 物 蔵 の 入 口 に は、 外 か ら 順 に、 片 開 き

の 土 戸、 片 引 き の 腰 高 障 子 が 入 る。 塩 物 蔵 の 1 階 北 窓、2

階 正 面 窓 に は、 壁 心 付 近 に 鉄 格 子 （ 金 網 ） を い れ、 内 部

に 窓 枠 を 取 り 付 け て 片 引 き 板 戸 を 入 れ る。

塩物蔵及び浜蔵
1 階 ( 下 )・2 階 ( 上 ) 平面図（1/200）

塩物蔵・浜蔵

米蔵
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Ⅵ　中村家住宅の建物

　 旧 村 道 を 跨 い で 主 屋 の 式 台 に 通 じ る 切 妻 造 の 薬 医 門 で、 本 来 は 貴 賓 を 迎 え る た め に

設 け た 門 で、「天 保 9 年 (1838)　 一 番 御 宿 □ 　 河 野 浦 　 中 村 三 之 丞」（浜 野 家 文 書） に す で

に 門 の 存 在 が 記 さ れ、 そ の 伝 統 を 受 け る 「本 家 普 請」 の 家 屋 敷 の 構 想 が も た ら し た と 考 え

ら れ る。 近 世 期 の 巡 見 使 は 船 に 依 っ た も の か も し れ な い が、 海 に 深 く

か か わ っ た 民 の 海 へ の 畏 敬 の 念 が そ う し た 門 構 え を 求 め た と も 考 え ら

れ る。 ま た 現 在 も 日 常 的 に 使 用 す る 門 で な く、 門 扉 を 閉 ざ し て い る。

正 門 の 規 模 は、 桁 行 す な わ ち 本 柱 の 柱 間 が 2,363㎜ の 規 模 で、 本 柱 に

は 231 × 172㎜ の 欅 材 を 用 い る。 門 扉 は 両 開 き の 欅 の 鏡 板 戸 で、 本 柱

の 背 面 に は 控 柱 を 立 て て、 上 下 2 段 の 貫 で つ な ぐ。 床 に は 近 代 の 洋 風

建 築 を 象 徴 す る 赤 レ ン ガ が 張 ら れ て い る。 軸 部 は 本 柱 上 を 冠 木 で 繋 い

で 固 め、 男 梁 を 控 柱 と 冠 木 の 上 に か け 出 し、 両 端 に 欠 き つ け た 軒 桁 と

男 梁 の 上 に 束 立 て て 架 け た 棟 木 に 1 軒 垂 木 を 架 け て 屋 根 を 支 え る。 垂

木 は 半 繁 垂 木 で 直 材 を 用 い る が、 破 風 に は 反 り を 付 け る。

　 主 屋 正 面 の 基 壇 に 設 け ら れ た 新 座 敷 前 庭 の 門 で、 門 前 に 御 影 石 の 石 段 が 置 か れ て い

る。 か つ て は、 中 門 に 伝 う 主 屋 基 壇 に 上 が る 石 段 が 旧 村 道 に 置 か れ て い た （ 写 ① 参 照 ）。

中 門 の 規 模 は、 桁 行 す な わ ち 柱 間 が 1,200㎜ の 規 模 で、 本 柱 は 126㎜ 欅 角 材 を 用 い、 銅 板

根 巻 を 施 す。 本 柱 に 両 方 立 を 添 え て、開 け る 門 扉 は 欅 鏡 片 折 戸 で、本 柱 と 丁 番 で 接 続 す る。

軸 部 は 門 柱 の 頂 上 に 棟 木 を か け、 両 柱 の 前 後 に 腕 木 を 貫 い て、 こ れ に 出 桁 を 架 け、 屋 根 を

支 え る。 垂 木 は 半 繁 垂 木 で 直 材 を 用 い る が、 破 風 に は 僅 か に む く り を 付 け る。 そ の 破 風 に

は 波 に 亀 を あ し ら っ た 見 事 な 彫 り 物 を 施 し た 懸 魚 が 付 く。

　 塀 は、 南 北 に 貫 く 旧 村 道 に 沿 っ て、 主 屋 前 庭 を 囲 う 北 塀 と 主 屋 南 側 の 新 座 敷 の 前 庭 を

囲 う 南 塀 が 廻 ぐ る。

　 北 塀 は、 式 台 の 袖 塀 （ 幅 1.41m） よ り 長 さ 8.26 ｍ、 新 蔵 の 蔵 前 に 取 り 付 く。 軸 部 は 切

石 積 み の 基 礎 の 上 に 土 台 を 通 し て 柱 を 建 て、 柱 の 背 面 に 控 柱 を 直 に 取 り 付 け る。 柱 は 100

㎜ 角 で、1 間 1,300㎜ を 標 準 に 柱 を 配 る。 柱 上 に は 笠 木 を 通 し 壁 窓 を あ け る。 柱 か ら 正 背

に 腕 木 を 出 し て 軒 桁 を 受 け、 瓦 葺 屋 根 を 支 え る。 壁 は 漆 喰 塗 り で 仕 上 げ、 表 側 腰 壁 を 竪 羽

目 板 張 り と し、 内 側 は 腰 板 張 り と す る。 式 台 の 袖 塀 に は 筬 欄 間 に 潜 り 戸 を 開 く。

　 南 塀 は、 中 門 よ り 長 さ 12 ｍ 隣 地 境 に 矩 折 り に 廻 ぐ る。 軸 部 は 切 石 積 み の 基 礎 の 上 に 土

台 を 通 し て 柱 を 立 て、柱 の 背 面 に 控 柱 を 直 に 取 り 付 け、貫 を 上 下 に 通 す。 柱 は 110㎜ 角 で、

1 間 1,200㎜ を 標 準 に 柱 を 配 る。 柱 上 に は 笠 木 を 通 し、 腰 長 押 を 廻 ら し、 黒 漆 喰 塗 り 小 壁

に 刳 り 抜 き を 施 す。 そ し て 柱 か ら 正 背 に 腕 木 を 出 し て 軒 桁 を 受 け、 瓦 葺 屋 根 を 支 え る。 腰

壁 は 表 側 を 縦 羽 目 板 張 り と し、 内 側 は 漆 喰 塗 り 仕 上 げ、 腰 板 張 り と す る。

　 塀 の 建 築 年 代 は、建 築 的 特 徴 や 風 触 の 具 合 か ら、主 屋 座 敷 棟（明 治 期）、新 座 敷 棟（大 正 期）

と 一 連 の 建 築 に 考 え る こ と が で き る。

正門 平面図（1/200）

正門

中門

塀

正 門 　 　1 間 １ 戸 薬 医 門、 切 妻 造、 桟 瓦 葺、 反 り 屋 根

中 門 　 　1 間 １ 戸 腕 木 門、 切 妻 造、 桟 瓦 葺

塀 　 　 　 屋 根 塀、 総 長 20.26 ｍ、 桟 瓦 葺、 主 屋 の 北、 南 に 取 り 付 く。

(4) 正門・中門・塀

構造形式
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Ⅶ　中村家住宅の変遷

　 中 村 家 の 所 蔵 史 料 に つ い て は 包 括 的 な 史 料 調 査 が 実 施 さ れ て い る。 現 段 階 で、 中 村 家 住

宅 の 変 遷 に 関 係 す る 史 料 と し て 抽 出 で き た も の は、 表 3 に 示 し た 通 り で あ る。

　 中 村 家 文 書 の う ち、 建 物 の 由 緒 を も っ と も 端 的 に 示 す も の が、 中 村

家 が 務 め た 上 使 宿 の 記 録 に 付 随 す る 以 下 の 家 屋 敷 指 図 で あ る。 幕 府 か ら 藩 の 視 察 に 来 た 使

者 を 宿 泊 さ せ た 宿、 す な わ ち 上 使 宿 は、 農 民 身 分 で も そ の 利 用 者 の 身 分 格 か ら 武 士 の よ う

な 門 塀 を 廻 ら し、 主 屋 を そ の 奥 に 建 て る と い う 屋 敷 構 え が 許 さ れ て い た。

　 　 　「天 明 7 年 (1787) □ 状 　 三 番 　 河 野 浦 三 郎 右 衛 門 家」（図 ①）

　 　 　「寛 政 元 年 (1789) 四 月 二 日 　 御 殿 様 ニ 付 家 絵 図 御 本 陣 御 下 宿」（図 ②）

　 　 　「（本 陣 等 間 取 図）」（西 野 家 文 書 ／ 図 ③）

　 　 　「一 番 □ 御 宿 　 河 野 浦 　 中 村 三 郎 右 衛 門」（浜 野 家 文 書 ／ 天 保 9 年 (1838) ／ 図 ④）

　 現 在 と 変 わ ら な い 背 後 に 山 地 を 負 っ た 東 西 に 狭 小 な 敷 地 環 境 と そ の 形 状 が、 入 口 に 対 し

奥 に 三 段 の 部 屋 構 成 に、 右 側 に 土 間、 左 側 に 式 台 を 備 え た 座 敷 群 が 取 ら れ た 基 本 構 成 が 定

め ら れ て き た。 そ れ に 加 え て、 上 使 宿 に 相 応 し い 設 え の も と に 「 湯 殿 」 を 備 え、「 御 庭 」

を も つ 座 敷 群 の 発 達 が も た ら さ れ た。 そ し て、 廻 船 業 の 一 大 発 展 期 を 迎 え る 天 保 期 の 「一

番 □ 御 宿」 屋 敷 指 図 （図 ④） で は、 上 使 宿 と し て 「上 座 敷」 を 中 心 と し た 座 敷 の 発 達 が 複

雑 な 平 面 を つ く る。 さ ら に、 海 に 向 か っ て 式 台 前 に 門 も 開 く。 こ こ で は、 こ れ ま で の 大 き

な 「土 間」 が お よ そ 半 分 に 縮 小 し、 そ れ が 「板 の 間」 に 変 わ り、 農 業 主 体 の 従 前 の 家 業 か

ら 廻 船 業 へ と 大 き な 変 化 を 遂 げ た 時 期 と も 推 定 さ れ る。 ほ か に、 近 世 期 の 普 請 に 関 わ る 安

政 4 年 (1857) の 「普 請 帳」（帳 ①） で は、「石

や」「か べ や」 を 含 む 多 く 人 （隣 村 赤 萩 村 の

人 た ち の 名 も 記 さ れ て い る）の 出 づ ら や「ふ

し ん 見 毎 い 」 な ど が 記 さ れ て い る が、 そ の

建 物 の 特 定 は 難 し い。

　 明 治 期 の 主 屋 造 営 は、「 本 家 新 築 見 舞 控 帳 」（ 明 治 20 年 3 月 中 旬

／ 帳 ⑥） 及 び 「本 家 工 数 勘 定 記 　 丹 生 郡 別 所 村 田 中 長 八」（明 治 20 年 12 月 吉 日 ／ 帳 ㉓）

か ら、主 屋 は 明 治 20 年 (1887) の 新 築 で、棟 梁 は 田 中 長 八 で あ る こ と が 分 か る。 そ し て、「本

家」 と 一 体 と な っ た セ ド ク ラ の 平 面 構 成 （図 ⑦ ・ 図 ⑧） か ら、 セ ド ク ラ は 主 屋 と 同 時 期 造

営 と み る こ と が で き よ う。 ま た、「北 土 蔵 新 築 諸 費 記」（明 治 24 年 ／ 帳 ⑦ ／ 「北 土 蔵」 を

中 村 家 で は 「新 蔵」 と 称 す） か ら、 新 蔵 は 主 屋 に 続 き 明 治 24 年 (1891) に 造 営 さ れ た こ と

が 分 か る。 そ し て、 そ れ ら 屋 敷 指 図 が 以 下 の も の と 推 定 で き る。

　 　 　「家 表 側 建 絵 図  五 十 分 壱 之 割」（明 治 19 年 2 月 ／ 図 ⑦）

　 　 　「五 十 分 壱 之 地 絵 図」（明 治 19 年 2 月 ／ 図 ⑧）

　 　 　「五 拾 分 一 之 図 （座 敷 之 上 之 廻 り 図 ・ 本 屋 之 上 野 廻 り 図）」（明 治 19 年 ／ 図 ⑨）

　 　 　「五 十 分 一 之 建 図」（明 治 19 年 2 月 ／ 図 ⑪）

　 こ れ ら 屋 敷 指 図 の 中 の 「地 絵 図」 と 現 況 建 物 平 面 図 と は、主 座 敷 床 と 付 書 院 の 位 置、「休

帳①「普請帳」（安政 4 年）

近世期の上使宿普請

明治期の「本家新築」
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図①「河野浦三良右衛門家」（天明 7 年） 図②「御殿様二付家絵図御本陣御下宿」（寛政元年）

図③「（本陣等間取図）」( 年代不詳／西野家文書） 図④「（御宿間取図）」( 天保 9 年／浜野家文書 )

図⑦「家表側建絵図  五十分壱之割」（明治 19 年） 図⑧「五十分壱之地絵図」（明治 19 年）

図⑨「五拾分一之図」（明治 19 年） 図⑪「五十分一之建図」（明治 19 年）
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足 の 間」 部 分 と が 異 な る が、「（座 敷 廻 り 平 面 図）」（図 ⑭） の 存 在 か ら、 主 座 敷 脇 の 中 廊 下

を 北 に 通 し 四 畳 半 の 「休 足 の 間」 に し、 主 座 敷 の 床 と 付 書 院 も 中 廊 下 側 に 改 め た と 見 る こ

と が で き る。

　 そ し て、 主 屋 の 「家 仕 様 帳」「座 敷 木 積 り 記」「休 足 間 木 積」 な ど、 構 造 材 等 の 木 拾 い を

記 し た「本 宅 木 割 記」（帳 ③）や「座 敷 木 割 帳」（帳 ②）、「薹 所 廻 り 木 割 分 也」と 記 し た「木

割 帳」（帳 ⑤）、「木 割 簿」（帳 ④） は、 明 治 20 年 の 「本 家 新 築」 に 関 す る も の と 考 え る こ

と が で き る。 そ し て、「座 敷 木 割 帳」（帳 ②） で は、後 の 新 座 敷 の 普 請 の 際 の 棟 梁 で あ る 「吉

田 吉 之 助」 の 名 前 が 所 見 で き る。

　「 北 土 蔵 新 築 諸 費 記 」（ 明 治 24 年 ／ 帳 ⑦ ） で は、 早 い も の で 明 治 21 年 よ り の 記 載 が 管

見 さ れ、「大 工 之 部」 に は、 明 治 23 年 12 月 よ り 同 24 年 12 月 ま で の 記 載 と と も に、 主 屋

の 棟 梁 と 伝 え ら れ る 「田 中 長 八」 の 名 前 も 所 見 で き る。

　 一 方、「 □ □ 絵 図 面 之 事 」（ 明 治 12 年 10 月 ／ 図 ⑤ ） か ら は、 明 治 期 の 主 屋 造 営 が 明 治

12 年 (1879) か ら 計 画 さ れ て い た こ と が 分 か る。 当 図 で は 主 座 敷 が 東 側 に 置 か れ、 そ の 北

に 床 付 き 「三 畳 半」 と 「四 畳 半」、 そ し て、「仏 間」 が 西 側 に 設 け ら れ て、 明 治 19 年 指 図

と 座 敷 廻 り が 大 き く 異 な り、 主 座 敷 と 仏 間 の 取 り 方 を 重 点 に 間 取 り の 検 討 が 重 ね ら れ て い

た こ と を 窺 わ せ る。 併 せ て 村 道 を 挟 ん だ 西 側 に は、 式 台 前 の 正 門 や そ の 両 脇 に、 背 後 の 敷

地 境 界 （の ち に、 さ ら に 海 側 へ と 新 開 地 が 開 く） に 沿 っ て 土 蔵 群 も 計 画 さ れ て い た。

　 そ し て、「（平 面 図 及 び 小 屋 組 断 面 図）」（図 ⑫） と 「（主 屋 平 面 図）」（図 ⑥） に お い て も、

主 座 敷 と 次 の 間 の 間 取 り が 同 じ こ と か ら、「□ □ 絵 図 面 之 事」（図 ⑤） と 同 計 画 期 の 屋 敷 指

図 と 見 る こ と が で き る。 こ れ で は、 西 側 の 仏 間 に 替 わ っ て 「隠 居 間」 が 設 け ら れ、 仏 間 は

南 側 に、 東 側 主 座 敷 の 北 側 に 「休 足 の 間」 が 検 討 さ れ て い た こ と も 分 か る。 そ し て、「（主

屋 北 面 及 び 西 面 立 面 図 ）」（ 図 ⑱ ） 及 び 「（ 主 屋 北 面 立 面 図 ）」（ 図 ⑰ ） は、「 家 表 側 建 絵 図  

五 十 分 壱 之 割」（明 治 19 年 ／ 図 ⑦） の 作 成 に

要 し、 ま た 座 敷 の 北 側、「 北 土 蔵 （ 新 蔵 ） 新

築」 の 屋 根 構 成 の 検 討 に 用 い た 立 面 図 と も 見

る こ と が で き る た め、「（平 面 図 及 び 小 屋 組 断

面 図 ）」（ 図 ⑫ ） も 明 治 20 年 の 「 本 家 新 築 」

に 関 す る 一 連 の も の と 見 る こ と が で き る。

　「門 前 石 垣 入 用 記」（明 治 36 年 ／ 帳 ⑧） は、

表 構 え の 石 垣 の 調 達 で、「合 計  二 百 □ 拾 二 円

帳⑥「本家新築見舞控帳」（明治 20 年）

帳⑦「北土蔵新築諸費記」（明治 24 年）

帳㉓「本家工数勘定記」（明治 20 年）

帳②「座敷木割帳」 帳③「本宅木割記」
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図⑱「（主屋北面及び西面立面図）」

図⑥「（主屋平面図）」（画像合成加工）

図⑭「（座敷廻り平面図）」

図⑰「（主屋北面立面図）」

図⑯「本家二階図」

図⑤「□□絵図面之事」（明治 12 年）

図⑫「（平面図及び小屋組断面図）」
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七 十 一 銭」 と い う か な り 大 き な 石 工 事 が 行 わ れ て い る。 こ の 「門 前」 は、 既 に 明 治 12 年

の「□ □ 絵 図 面 之 事」（図 ⑤）計 画 俎 上 の「門」を 意 味 す る が、本 史 料 か ら 明 治 36 年 (1903)

に は そ の 門 （正 門） は 成 っ て い た と 推 定 で き る。

　 併 せ て、明 治 22 年 (1889) の 河 野 村 発 足 に 伴 い 初 代 村 長 を 務 め た 中 村 亀 三 郎 (1852-1935)

の 子 息、 俊 蔵 の 婚 儀 に 伴 い、 明 治 43 年 (1910)6 月、 前 蔵 裏 手 で 撮 影 さ れ た 記 念 写 真 な ど

（写 ①・②） か ら、正 門 と 土 蔵 群 の 造 営 が 明 治 43 年 以 前 で あ る こ と も 認 め ら れ る。 そ し て、

そ の 写 真 か ら 見 受 け ら れ る 建 物 の 経 年 風 蝕 は、 明 治 24 年 の 「北 土 蔵 新 築」 と あ ま り 遠 く

な い 時 期 の 造 営 を 思 わ せ る。 ま た、 海 岸 に 迫 る 塩 物 蔵 ・ 浜 蔵 の 造 営 は、 新 開 地 と し て 福 井

県 か ら 譲 渡 を 受 け る 明 治 29 年 (1896) を 待 た ね ば な ら ず、そ の 造 営 年 代 は 明 ら か で は な い。

　 新 座 敷 の 造 営 は、「新 谷 屋 敷 瀬 戸 石 垣 受 負 証」（大 正 元 年 (1912)8 月

24 日 ／ 帳 ⑮ ） か ら、 南 側 「 瀬 戸 」 蔵 （ セ ド ク ラ ） の 南 側、 新 谷 屋 敷 （ 新 屋 弥 右 衛 門 家 ）

を 譲 り 受 け、そ の 東 側 の 石 垣 工 事 着 手 か ら 起 っ た こ と が 分 か る。 そ し て、以 下 の 普 請 文 書、

　 　 　「新 座 敷 大 工 賃 記」（大 正 2 年 4 月 4 日 ／ 帳 ⑯）

　 　 　「新 築 職 人 工 料 記」（大 正 2 年 4 月 5 日 ／ 帳 ㉑）

　 　 　「南 座 敷 新 築 見 舞 控」（大 正 2 年 5 月 ／ 帳 ⑰）

　 　 　「造 作 差 図 書」（大 正 2 年 10 月 2 日 ／ 帳 ⑱）

　 な ど か ら、 新 座 敷 は 大 正 ２ 年 (1913) 造 営 と 推 定 で き る。

　「新 築 職 人 工 料 記」（帳 ㉑） で は、「大 工 ノ 部」「瓦 屋 ノ 部」「石 工 ノ 部」「新 座 敷 地 業」「表

具 師」「畳 屋」「木 挽 ノ 部」「桶 屋 ノ 部」「壁 屋 ノ 部」「雑 人 足 ノ 部」「女 人 足 ノ 部」 と、 そ れ

ぞ れ の 職 人 工 が 記 さ れ て い る。 こ れ ら か ら、 以 下 の こ と が 分 か る。

　 　 　 ① 新 座 敷 地 業 は、 大 正 2 年 5 月 9 日 か ら 6 月 27 日 に 亘 っ て い る。

　 　 　 ② 大 工 工 事 は、 大 正 2 年 4 月 よ り 翌 大 正 3 年 2 月 23 日 の 11 カ 月 に 及 ん で い る。

　 　 　 ③ 棟 梁 は 敦 賀 の 吉 田 吉 之 助 で、 月 毎 の 出 づ ら か ら 「大 阪  藤 原 又 一」「大 阪  井 之 上

　 　 　 　 福 松」「大 阪  樋 口 藤 三 郎」 を 中 心 と し た 大 阪、 敦 賀 の 多 く の 大 工 が 加 わ っ て の

　 　 　 　 普 請 で あ る。

　 　 　 ④ 大 工 方 を 除 い て は、 石 工 に 「三 国 石 工  池 田 金 吉」「阿 曽  石 山 孫 右 衛 門」 や 木 挽

　 　 　 　 の 「赤 萩  宮 下 栄 治 郎」 な ど、 地 元、 近 隣 の 職 人 衆 に 依 っ た 工 事 が 行 わ れ た。

　 な お、「新 座 敷 大 工 賃 記」（大 正 2 年 ／ 帳 ⑯） は、4 月 か ら 7 月 に 亘 る 4 ヶ 月 間 の 大 工 職

人 の 工 科 記 で、「新 築 職 人 工 料 記」（大 正 2 年 ／ 帳 ㉑） の 「大 工 ノ 部」 の 一 部 を 記 し た も の

と 分 か る。

　 そ し て「建 具 手 間 明 細 書」（帳 ⑲）で は、「三 階 之 部（望 楼 の 建 具）」「二 階 之 部」「階 下 之 部」

「上 便 所 之 部」「表 通 便 所」「棚 之 部」「風 呂 場 之 部」「表 二 階 之 部」 な ど の 建 具 が 挙 げ ら れ

て い る こ と か ら、 大 正 2 年 普 請 に 関 わ る 明 細 書 で あ る こ と が 分 か り、 こ れ に よ っ て 新 座 敷

の 造 作 と と も に、 上 便 所 ・ 表 通 便 所 ・ 風 呂 場 ・ 表 二 階 階 も 改 装 さ れ た こ と が 分 か る。 こ の

「表 二 階 之 部」 は、 新 座 敷 普 請 と の 繋 が り か ら 表 2 階 の 「座 敷 8 帖」 と 「座 敷 6 帖」 の 改

修 普 請 と 見 る こ と が で き る。

　「本 家 二 階 図」（図 ⑯） は、主 屋 建 物 の 中 に 表 2 階 の 「座 敷 8 帖」 と 東 2 階 の 「座 敷 6 帖」

「次 の 間 6 帖」 を 設 け る 栂 普 請 の 改 修 造 作 の こ と で、 内 装 の 栂 付 柱 が 施 さ れ た 改 造 痕 跡 は

指 図 と 一 致 し て い る が、 そ の 工 事 年 代 は 不 詳 で あ る。

大正期の新座敷増築
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写②  前蔵裏手での記念写真（上段：明治 43 年／下段：平成 26 年）

帳⑮「新谷屋敷瀬戸石垣受負証」（大正元年）帳⑧「門前石垣入用記」（明治 36 年）

帳⑯「新座敷大工賃記」（大正 2 年） 帳⑰「南座敷新築見舞控」（大正 2 年）

帳⑱「造作差図書」（大正 2 年）

写①  玄関前での嫁入り写真（上段：明治 43 年／下段：平成 26 年）

帳⑲「建具手間明細書」
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　 ま た、 こ れ ら 大 正 2 年 の 普 請 準 備 が 明 治 44 年 頃 に 始 ま っ て い た こ と を 以 下 の 文 書 は 示

し て い る。

　 　 　「栂 木 渡 し 約 定 書」（明 治 44 年 (1911)12 月 5 日 ／ 帳 ⑨）

　 　 　「栂 材 木 約 定 仕 候 写」（明 治 44 年 12 月 5 日 ／ 帳 ⑩）

　 　 　「大 阪 買 入 栂 松 買 入 書」（帳 ⑪）

　 　 　「受 取 證」（明 治 45 年 4 月 1 日 ／ 帳 ⑫）

　 　 　「建 築 用 材 記」（明 治 45 年 4 月 27 日 ／ 帳 ⑭）

　 こ れ ら か ら、 新 座 敷 の 造 営 に は 大 量 の 栂 材 が 大 阪 で 買 い 付 け ら れ、 持 ち 船 「歓 晃 丸」 を

使 っ た 河 野 へ の 運 搬 も 行 わ れ、 栂 普 請 が 行 わ れ た こ と も 分 か る の で あ る。

　 こ う し た 中 村 家 普 請 に 関 わ る 文 書 は、 明 ら か で な い 棟 札 や 墨 書 等 に 代 わ っ て 中 村 家 住 宅

の 普 請 を 証 左 す る 貴 重 な も の で あ る。 す な わ ち、 中 村 家 住 宅 の 歩 み は、 次 の 三 期 の 時 代 普

請 を 得 て 来 た こ と が 窺 え る。

　 　 　 ① 近 世 期 の 上 使 宿 普 請 （巡 見 使 宿 の 記 録 に 付 属 す る 屋 敷 指 図）

　 　 　 ② 明 治 20 年 の 「本 家 新 築」 と そ れ に 続 く 「北 土 蔵 新 築」

　 　 　 ③ 大 正 2 年 の 新 座 敷 増 築 と 主 屋 の 一 部 改 修 普 請

　 そ し て、 以 上 の こ と か ら 現 存 す る 中 村 家 住 宅 は、 明 治 20 年 の 「本 家 新 築」 普 請 に 依 る

も の で あ る と 判 断 で き よ う。 そ の 普 請 は、 普 請 文 書 が 示 す よ う に、 先 祖 に 伝 わ る 上 使 宿 と

し て 地 域 の 名 主 た る 誇 り を 継 ぐ 新 築 普 請 で あ っ た こ と が 窺 え る。 す な わ ち、 近 世 期 の 格 式

あ る 主 屋 建 物 （上 使 宿） の 構 え を 継 承 し た 新 築 普 請 と 見 る こ と が で き る。 通 り に 対 し 奥 行

き 方 向 三 段 の 部 屋 構 成 を 取 り、 左 側 に 座 敷、 右 側 に 土 間 （板 間） と し た 近 世 期 （巡 見 使 宿

時 代） の 主 屋 普 請 の 特 徴 を 継 承 し、 御 成 り 座 敷 と し て 一 層 の 発 達 を 遂 げ た 造 り を も た ら し

た。 そ し て、 以 後 の 普 請 に は、 中 村 家 の 繁 栄 を 背 に 計 画 的 な 増 改 築 が 加 え ら れ、 現 況 の 中

村 家 住 宅 の 家 屋 敷 構 え を 造 り 出 し て き た と 考 え ら れ る。

　 一 方、 土 蔵 に つ い て は、 新 蔵 の 建 築 に 係 る 「北 土 蔵 新 築 諸 費 記」（明 治 24 年 ／ 帳 ⑦） の

ほ か に 建 築 年 代 に 直 接 関 係 す る 史 料 が 見 つ か ら ず 判 然 と し な い と こ ろ を 残 す が、 中 村 家 住

宅 の 家 屋 敷 構 え に お け る 不 可 欠 な 構 成 要 素 と し て そ の 究 明 は 重 要 で、 中 村 家 文 書 調 査 の 進

行 と と も に 今 後 の 調 査 成 果 を 待 ち た い。

帳⑨「栂木渡し約定書」（明治 44 年） 帳⑩「栂材木約定仕候写」（明治 44 年） 帳⑪「大阪買入栂松買入書」
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Ⅶ　中村家住宅の変遷

帳⑫「受取證」（明治 45 年） 帳⑭「建築用材記」（明治 45 年）

表３-1　中村家住宅　普請関係絵図面

No. 表　題 日　付 西　暦 形態 点数 備　考

図① 河野浦三良右衛門家 天明7年 1787年 状 1 第10回巡見使（三番御宿）

図② 御殿様ニ付家絵図御本陣御下宿 寛政元年4月2日 1789年 状 1 第10回巡見使（三番御宿／堀八郎右ヱ門）

図③ （本陣等間取図） 状 1 第10回巡見使（三番御宿）

図④ （御宿間取図） 天保9年 1838年 状 1 第11回巡見使（一番御宿）

図⑤ □□絵図面之事 明治12年10月 1879年 状 1 主屋・内蔵3・外蔵3・門、方位誤記

図⑥ （主屋平面図） 袋 1

図⑦ 家表側建絵図五十分壱之割 明治19年2月 1886年 状 1 外観図（主屋・内蔵2）

図⑧ 五十分壱之地絵図 明治19年2月 1886年 状 1 平面図（主屋・内蔵2）

図⑨ 五拾分一之図 明治19年2月？ 1886年 状 1 「座敷之上野廻り図・本家之上野廻り図」

図⑩ （主屋平面図） 明治19年2月？ 1886年 状 1

図⑪ 五十分一之建図 明治19年2月 1886年 状 1 断面図

図⑫ （平面図及び小屋組断面図） 状 1 屋根伏せ朱書き

図⑬ （主屋平面図） 状 1 屋根伏せ朱書き

図⑭ （座敷廻り平面図）（部分） 状 1 現状に近い設計

図⑮ （座敷廻り平面図）（部分） 状 1

図⑯ 本家二階図 状 1 平面図（表側1部屋・奥側2部屋）

図⑰ （主屋北面立面図） 状 1

図⑱ （主屋北面及び西面立面図） 状 1

帳㉑「新築職人工料記」（大正 2 年） 帳㉒「大正二年職人控」（大正 2 年）
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表３-2　中村家住宅　普請関係文書

表　題 日　付 西　暦 形態 点数 備　考

帳① 普請帳 安政4年2月 1857年 冊 職人出役、普請見舞

帳② 座敷木割帳 冊 差出：吉田吉之助　「座敷木割」

帳③ 本宅木割記 冊 家仕様帳・座敷木積り記・休足間木積

帳④ 木割簿 冊

帳⑤ 木割帳 冊 「台所廻り木割分也」

帳⑥ 本家新築見舞控帳 明治20年3月中旬 1887年 冊

帳⑦ 北土蔵新築諸費記 明治24年 1891年 冊
木材・金物・石・瓦・大工・壁・左官・
人足

帳⑧ 門前石垣入用記 明治36年 1903年 冊

帳⑨ 栂木渡し約定書 明治44年12月5日 1911年 冊
差出：比石彦太郎（水畑商店）
「見積書」

帳⑩ 栂材木約定仕候写 明治44年12月5日 1911年 冊 差出：水畑商店

帳⑪ 大阪買入栂松買入書 封筒 封筒

帳⑫ 受取證 4月1日 状
差出：歓昇丸　岩崎㊞
宛名：比石彦太郎

帳⑬ 受取證 状
差出：千羽丸㊞
宛名：比石造船所

帳⑭ 建築用材記 明治45年4月27日 1912年 冊
差出：比石彦太郎㊞
宛名：中村御旦那様

帳⑮ 新谷屋敷瀬戸石垣受負証 大正元年8月24日 1912年 冊
差出：牧野治太郎、栗田力松
宛名：中村三之丞様
坪敷36坪、高さ4間、幅9間

帳⑯ 新座敷大工賃記 大正2年4月4日 1913年 冊
藤原又一(大阪)ほか大阪・敦賀・武生・
大良

帳⑰ 南座敷新築見舞控 大正2年5月 1913年 冊

帳⑱ 造作差図書 大正2年10月2日 1913年 冊 障子・押入・雨戸

帳⑲ 建具手間明細書 冊
差出：木下甚吉
宛名：中村三之丞様
三階・二階・階下・便所・棚・風呂場・表二階

帳㉑ 新築職人工料記 大正2年4月5日 1913年 冊
大工･瓦･石工･地業･表具･畳･木挽･桶屋･
壁屋･人足

帳㉒ 大正二年職人控 大正2年 1913年 冊 大正2年4月～3年3月

帳㉓ 本家工数勘定記 明治20年12月吉日 1887年 冊
差出：丹生郡別所村 田中長八
明治19年2月～20年11月

表３-3　中村家住宅　普請関係古写真

表　題 日　付 形態 点数 備　考

写① （嫁入り写真）
明治43年6月

枚
撮　影：主屋玄関前（南から）／越前武生町・勝写真館
新　婦：加賀の北前船主 米谷半平の娘 豊子
入籍日：明治43年6月12日

写② （婚礼記念写真）
明治43年6月

枚
撮　影：前蔵裏手（西から）
中村家：三之丞（亀三郎）・妻・子（俊蔵／新郎）
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Ⅷ　主屋座敷の意匠特性

Ⅷ　主屋座敷の意匠特性

　 明 治 期 の 中 村 家 の 「本 家 新 築」 は、 上 使 宿 と し て の 歴 史 を も つ 近 世 期 に お け る 家 作 伝 統

の 踏 襲 を 意 図 し た も の と み ら れ、 そ れ が 接 客 空 間 で あ る 「本 座 敷」 を 優 位 に 配 置 す る。 農

家 で は、 家 の 最 も 格 式 高 い 部 屋 は 「仏 間」 で あ り、 床 の 間 ・ 書 院 が つ け ら れ、 報 恩 講 な ど

の 様 々 な 行 事 を 行 う 儀 礼 的 空 間 と し て、 仏 壇 と 床 の 間 は 家 の 奥 に、 家 の 中 心 の オ イ を 向 い

て と ら れ る の が 通 例 で あ る が、 こ こ で は 「本 座 敷」 に 対 し 従 位 に、 田 の 字 型 に 配 置 さ れ、

接 客 空 間 で あ る 「本 座 敷」「休 足 の 間」 な ど に 主 屋 座 敷 の 意 匠 特 性 を 捉 え る こ と が で き る。

　 す な わ ち、主 室 8 帖、次 の 間 8 帖 か ら な る 「本 座 敷」 は、西 側 に 縁 側、南 側 は 「中 の 間」

に 接 し、「次 の 間」 の 東 側 を 「仏 間」 と し た 鍵 座 敷 の 形 態 を と る。 そ し て 「本 座 敷」 東 側

を 中 廊 下 と し、「休 足 の 間」 に 続 く。

　「本 座 敷」 の 床 は、 正 面 間 口 2 間 の 右 側 に 配 置 し、 東 側 中 廊 下 に 向 か っ て 付 書 院 を 設 け、

前 庭 縁 側 の あ る 左 側 を 床 脇 と し、 縁 側 に 向 か っ て 付 書 院、 床 と す る 通 例 の 床 構 え と あ え て

異 に し て い る の で あ る。

　 明 治 20 年 (1887) の 主 屋 普 請 の 家 屋 敷 図 で あ る「五 十 分 壱 之 地 絵 図」（明 治 19 年 ／ 図 ⑧）

で は、「本 座 敷」 正 面 に 対 し 縁 側 の あ る 左 側 を 床 と し、 右 に 違 棚 と す る 通 例 の 床 構 え と し

て い る。 こ れ に 対 し、「座 敷 廻 り 平 面 図」（図 ⑭ ・ 図 ⑮） で は こ の 床 構 え を 大 き く 変 え、 中

廊 下 に 向 か っ て 付 書 院 を 設 け た 現 状 の 「本 座 敷」 床 構 え に 改 変 し た。 そ の た め に 付 書 院 が

置 か れ た 中 廊 下 に は 天 窓 が 開 け ら れ て い る。

　 こ の 改 変 に よ る 現 状 の 「本 座 敷」 床 構 え が 「本 家 新 築」 普 請 と 考 え る と、「本 座 敷」 を

上 使 宿 の 御 成 り 座 敷 と 捉 え る こ と に 依 っ て、「休 足 の 間」か ら の 御 成 り に 対 応 し た「本 座 敷」

の 東 側（「休 足 の 間」側）を 上 座 と 考 え れ ば、通 例 と 異 に し た 床 構 え も 背 首 で き る の で あ る。

そ れ は ま た、「次 の 間」 に 続 く 取 次 の 間 で、 土 佐 唐 紙 が 好 趣 を 添 え る 「中 の 間」、 そ れ に 備

え ら れ た 表 通 り （旧 村 道） の 式 台 な ど、 武 家 の 礼 法 に 倣 っ た 玄 関 構 え と と も に、 主 座 敷 に

特 徴 的 な 意 匠 を も た ら す の で あ る。

　 す な わ ち 「本 座 敷」 は、栂 普 請 で、栂 四 方 柾 角 柱 4.1 寸、青 竹 色 土 壁 塗 り。 鴨 居 内 法 高 5.8

尺 （付 樋 端 の 手 法）、 鳳 凰 の 釘 隠 し に 内 法 長 押 （具 付 3.75 寸） を 廻 ら し て い る。 天 井 は 屋

久 杉 板 羽 重 ね 張 り 竿 縁 天 井、高 さ 8.6 尺（廻 縁 下 端 ま で）。 座 敷 正 面 の 右 側 に 1 間 床 を 構 え、

床 と 短 折 に 1 間 の 付 書 院 を 中 廊 下 に 張 り 出 し、 内 法 長 押 は 床 の 中 ま で 廻 さ ず、 手 前 柱 に 雛

止 め に 取 り 付 く。 そ し て 左 に 1 間 の 床 脇 棚 を 設 け る。 襖 は 「次 の 間」 に か け て い ず れ も 花

鳥 の 彩 色 画 （武 生 の 日 本 画 家、 河 野 菱 渚 〈1844-1900〉 筆） が 描 か れ て い る。

　 床 は 蹴 込 式 框 床 で、 薄 縁 敷 き、 張 付 壁。 栂 四 方 柾 （3.55 寸 角） の 床 柱、 﨔 の 蹴 込 板 （厚

5 分）に 真 塗 の 框 床（成 4.4 寸 × 2.3 寸）と 杉 の 落 掛（見 付 2.2 寸）を 取 り 合 わ せ る。 ま た、

床 脇 も 﨔 板 （厚 さ 1.6 寸） 溜 め 漆 塗 の 蹴 込 床 （高 さ 3.3 寸） に 高 く し、 一 方 を 地 袋 と し た

違 棚、 天 袋 を 設 け、 床 脇 無 目 を 長 押 上 に 高 く 上 げ る な ど、 格 調 の 高 い 意 匠 を 凝 ら す。1 間

の 付 書 院 （卓 板 幅 9 寸、 黒 柿） は、4 枚 障 子 に 大 き く 障 子 欄 間 と し、 床 柱 に 黒 柿 の 壁 留 り

を 入 れ、 や や 大 き く 狆 潜 り を 開 け る な ど 重 厚 さ を 和 ら げ る 意 匠 が 凝 ら さ れ て、 座 敷 の 構 成

や 意 匠 は 古 調 で あ る が、 端 正 で 凛 と し た 雰 囲 気 の 座 敷 を つ く る。

　「次 の 間」に は、藩 主 松 平 春 嶽 公 筆 の「冬 青 舎」（「冬 青」は モ チ ノ キ の 漢 名）の 額 が 掛 か る。



32

　「本 座 敷」 の 控 の 間 に 当 た る 「休 足 の 間」 に も、 そ れ に 相 応 し た 格 式 が 数 寄 屋 造 り に 試

み ら れ て い る。

　「休 足 の 間」 は、 四 畳 半 敷 き （間 口 7.5 尺）。 北 側 に 上 湯 殿、 便 所 を 設 け る こ と に よ っ て

南 側 を 上 座 に、 床 の 間 と し、「本 座 敷」 に 従 し た 座 敷 配 置 に 中 廊 下 側 に 4 枚 引 違 い の 襖 を

入 れ る。 柱 は、 栂 3.8 寸 角 柱、 鴨 居 内 法 高 5.8 尺 （付 樋 端 の 手 法）、 栂 普 請。 付 鴨 居 を 入 れ

た 聚 楽 土 塗 壁。 天 井 は、 天 井 高 8.4 尺 （廻 縁 下 端 ま で） と 高 く、 屋 久 杉 板 羽 重 ね 張 り 竿 縁

天 井 で あ る。 正 面 間 口 い っ ぱ い に 欅 の 一 枚 板 （幅 6.7 寸） を 敷 き 込 ん で、 黒 檀 六 角 ナ グ リ

の 落 掛 け を 渡 し た 踏 込 み 床 と し、 間 中 に 杉 磨 き 丸 太 床 柱 （径 3 寸） を 立 て る。 そ し て、 正

面 左 側 を 壁 を 塗 り 廻 し た 洞 床 風 の 軽 快 な 蹴 上 床（杉 板 1 寸 厚）に、一 方 を 付 鴨 居 の 壁 と す る。

さ ら に、 縁 側 の 4 枚 腰 障 子 の う ち の 床 付 き 障 子 を 平 書 院 に 仕 立 て る こ と に よ っ て、 書 院 を

模 し た 数 寄 屋 風 座 敷 と し、「休 足 の 間」 に 相 応 し い 寛 い だ 雰 囲 気 に 座 敷 の 意 匠 を 凝 ら し て

い る。

「本座敷」 「休足の間」

明治 19 年「五十分壱之地絵図」（図⑧を部分拡大） 主屋 1 階 現況平面図（部分拡大）

床

床
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Ⅸ　まとめ

Ⅸ　まとめ

　 福 井 県 南 越 前 町 河 野 は、 近 世 後 期 か ら 近 代 に か け て 最 盛 期 を 迎 え た 北 前 廻 船 業 に 成 功

し、 巨 大 な 富 を 得 た 船 主 た ち が 居 を 構 え て い た。 そ し て、 右 近 家、 中 村 家、 刀 禰 家 な ど の

船 主 館 を 中 心 に、 河 野 浦 は 海 村 集 落 を 形 成 し 大 い に 繁 栄 し た。 中 村 家 は、 河 野 浦 の 中 心 部

に 立 地 し て 屋 号 を「中 村 三 郎 右 衛 門」の ち に「中 村 三 之 丞」と 称 し た。 先 祖 は、河 野 浦「高

持」 の 一 家 と し て 上 使 宿 を 賜 る が、 江 戸 初 期 か ら 起 る 北 国 廻 船 業 に 早 く か ら 乗 り 出 し、 幕

末 か ら 明 治 中 期 に か け て 激 増 す る 北 前 船 主 の 中 で、 右 近 家 と と も に 日 本 五 大 船 主 に 挙 げ ら

れ る 有 力 北 前 船 商 人 と な っ た。

　 中 村 家 住 宅 は 河 野 浦 北 ノ 町 の 中 心 に 位 置 す る。 背 後 に 山 地 を 負 っ た 狭 小 な 地 形 を 南 北

に 貫 く 旧 村 道 に 沿 っ て、 山 側 東 部 は お よ そ 60㎝ 高 い 石 積 み 基 壇 上 に 平 地 を 構 築 し、 間 口

24.4 間 海 側 に 向 け て、主 屋 と 3 層 に 望 楼 座 敷 を 載 せ た 新 座 敷（居 宅）を 設 け て い る。そ し て、

海 側 （西 部） に 旧 村 道 に 沿 っ て 土 蔵 を 連 ね、 主 屋 式 台 正 面 に 海 に 向 か い 格 式 高 い 薬 医 門 を

開 く。

　 今 回 の 調 査 で は、 棟 札 や 墨 書 な ど 建 物 の 建 築 年 代 に 直 接 関 係 す る 史 料 は 見 つ か っ て い

な い が、 建 築 的 特 徴 や 中 村 家 文 書 な ど か ら、 中 村 家 住 宅 の 建 築 年 代 は、 主 屋 が 明 治 20 年

(1887)、 新 座 敷 が 大 正 2 年 (1913) と 推 定 で き る。 ま た、 正 門 や 土 蔵 群 の 建 築 年 代 に つ い て

は 判 然 と し な い が、 新 蔵 に つ い て は 主 屋 普 請 に 続 く 明 治 24 年 (1891) の 建 築 で あ る。 そ し

て セ ド ク ラ は、 そ の 古 さ か ら 主 屋 と 同 時 期 の も の で、 大 正 2 年 の 新 座 敷 増 築 に 合 わ せ 風 呂

場 や ダ イ ド コ ロ 廻 り が 改 造 さ れ、 空 地 を 置 い て 現 位 置 に 曳 き 屋 さ れ た と も 推 定 で き る。 中

村 家 住 宅 は、 前 述 し た 近 世 期 の 上 使 宿 普 請、 明 治 20 年 の 「 本 家 普 請 」、 大 正 2 年 新 座 敷

の 増 築 と 主 屋 一 部 の 改 築 と 云 っ た 時 代 普 請 に 船 主 館 と し て の 屋 敷 構 え が 整 い、 地 域 の 高 い

生 活 文 化 に 依 っ た 近 代 和 風 建 築 を も た ら し た。

　 こ の よ う に、 中 村 家 住 宅 は、 自 由 な 家 作 が で き る 明 治 期 に 入 っ た 明 治 20 年 の 新 築 と、

そ の 後 の 増 改 築 に よ り 成 立 し た も の で あ り、 北 前 廻 船 稼 業 の 富 が も た ら し た 普 請 に よ る 有

力 船 主 の 屋 敷 構 え を 今 に よ く 伝 え て い る。 そ し て、 次 の よ う な 建 築 的 特 徴 と 価 値 を 創 り 出

し て い る。 そ れ は 船 主 住 宅 の 遺 構 と し て 価 値 が 高 く、 特 に 重 要 な 点 を 以 下 に 指 摘 す る。

① 旧 村 道 を 挟 ん だ 東 西 の 敷 地 割 を 占 め る 河 野 浦 集 落 の 特 徴 的 な 敷 地 割 は、 敷 地 中 央 を 貫

く 旧 村 道 を 挟 ん だ 山 側 （東 側） に 石 積 み 基 壇 上 に 平 地 を 構 築、 海 側 向 き に ひ と き わ 大

き な 間 口 の 家 構 え （主 屋） を 造 る。 そ し て、 そ の 前 方、 道 路 幅 3.5 ～ 2.4 ｍ 旧 村 道 を 挟

ん だ 海 側 （西 側） に 旧 村 道 に 沿 っ て 土 蔵 を 連 ね、 海 側 に 正 門 を 開 く 門 構 え は、 河 野 浦

の 船 主 館 の 特 徴 的 屋 敷 構 え を 捉 え る こ と が で き る。 こ の 屋 敷 構 え は、 潮 風 を 遮 り 主 屋

を 守 る 一 方、 海 へ の 畏 敬 の 念 を 表 し た 河 野 浦 人 の 特 徴 的 集 落 空 間 を 生 み 出 し、 ま た、

旧 村 道 両 側 に 開 く 主 屋 の 家 並 み と 土 蔵 構 え が つ く る 河 野 浦 特 有 の 集 落 景 観 を つ く り だ

し て い る こ と が 分 か る。 こ う し た 当 家 の 繁 栄 が も た ら し た 豪 壮 な 家 屋 敷 は、 河 野 の 地

勢 と 地 理 的 自 然 環 境 の 中 に、 近 代 期 の 河 野 の 地 域 文 化 を 反 映 し た 特 徴 的 な 北 前 船 主 館

を 生 み 出 し て い る。
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② 敷 地 に 門 や 塀 を 廻 ら し た 表 構 え や 主 屋 の 間 取 り は 農 家 型 で、 主 屋 は 平 入 り 切 妻 造 り 2

階 建、 瓦 葺 き。 棟 に は 船 主 館 特 有 の 井 桁 三 紋 の 巴 瓦、 北 前 船 の 帆 を 入 れ た 雲 型 跨 鬼 に

立 浪 型 鳥 衾 瓦 が 載 る。 そ の 主 屋 の 間 取 り は、 左 手 に 上 使 宿 の 伝 統 を 踏 ま え た 構 成 の 座

敷 廻 り を 採 り、 右 手 に 板 の 間 を 配 す る 構 成 で、 主 屋 正 面 を 旧 村 道 よ り 石 積 み の 基 壇 上

に 玄 関 式 台 と 大 戸 口 が 並 ぶ 格 式 の 高 い 構 え を つ く り、 河 野 浦 特 有 の 北 前 船 主 型 の 家 屋

敷 を 創 り 出 し て い る。

③ 主 屋 2 階 建 の 式 台、 中 の 間、 オ イ エ、 ナ ン ド、 板 の 間 は、 伝 統 的 な 農 家 の 上 普 請 の 象

徴 で あ る 欅 普 請。 一 方、座 敷、次 の 間、仏 間、隠 居 間、休 足 の 間 と 望 楼 を 持 つ 新 座 敷 は、

船 主 が 好 ん だ 栂 普 請 で、 材 料 の 用 い 方、 建 築 仕 様 の 面 に 顕 著 な 特 徴 が 認 め ら れ、 そ の

施 工 技 術 の 高 さ が よ く 現 れ て い る。

④ 新 座 敷 は、1・2 層 が 客 間 座 敷、 そ れ に 海 を 望 む 表 側 に 3 層 目 望 楼 が 載 る 瓦 葺 寄 棟 造 り

3 階 建、 栂 普 請。 高 度 な 技 術 を 駆 使 し た 欅 の 良 材 の 洋 風 階 段 と と も に、 数 寄 屋 造 り の

客 間 座 敷 や 軽 快 で 洒 落 た 意 匠 の 望 楼 座 敷 に は、 大 正 普 請 の 離 れ 建 物 を 象 徴 す る よ う に、

近 代 期 の 気 風 に 満 ち た 開 放 的 で 寛 い だ 雰 囲 気 が 醸 成 さ れ て い る。 一 方、 農 家 型 を 基 調

と し た ダ イ ド コ ロ 廻 り の 豪 壮 な 造 り は、 本 座 敷 の 意 匠 に も 上 使 宿 普 請 に 通 じ た 保 守 的

な 古 調 を 留 め、 近 代 黎 明 期 の 時 代 風 潮 の 一 面 を 窺 わ せ る。 そ し て、 あ く ま で 伝 統 的 和

風 を 基 調 と し な が ら、 そ れ ま で の 武 士 住 宅、 町 屋、 数 寄 屋 建 築、 洋 風 建 築 な ど を 取 り

入 れ た 近 代 和 風 建 築 に、 贅 を 尽 く し、 高 度 な 建 築 技 術 と 建 築 意 匠 に 到 達 し た 船 主 館 を

捉 え る こ と が で き る の で あ る。

　 中 村 家 住 宅 は、 現 在 に い た る ま で 北 前 船 主 の 居 宅 と し て、 適 宜 増 改 築 の 時 代 普 請 が 作 り

出 し た 家 屋 敷 構 え で あ る が、 全 体 と し て 旧 規 の 姿 を 損 ね る こ と な く、 建 築 当 初 の 姿 を よ く

と ど め て い る と い え る。 む し ろ、 歴 史 的 建 造 物 と し て の 価 値 を 確 保 し な が ら、 近 年 ま で 住

宅 と し て 利 用 さ れ て い た こ と は 積 極 的 に 評 価 で き よ う。

　 こ の 他 に、 船 主 館 中 村 家 住 宅 の 周 辺 に は 右 近 家 住 宅、 刀 禰 家 住 宅 な ど の 船 主 館 と と も に

形 成 さ れ た 北 前 船 集 落 が 歴 史 遺 産 と し て よ く 残 り、 そ の 一 帯 が 現 在 も 歴 史 遺 産 を 活 か し た

生 活 が 営 な ま れ て い る こ と も 注 目 さ れ る。 中 村 家 住 宅 が こ う し た 歴 史 的 環 境 の 中 核 を な し

て い る こ と も 見 逃 せ な い 点 で あ る。

北前船の帆を入れた鬼瓦
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(1)  正門

(2)  北塀 (3)  石垣（新座敷側）
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(2)  海側から見た屋敷地

(1)  河野浦集落の景観（手前：南ノ町、奥：北ノ町）
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(2)  中の間（式台方向を見る）

(1)  ニワ（ダイドコロ方向を見る）
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(2)  本座敷

(1)  次の間（本座敷方向を見る）
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(2)  仏間

(1)  前庭・西側縁側
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(1)  隠居間

(2)  湯殿 (3)  ダイドコロ（オイエ方向を見る）
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(1
)   オ イ エ （ ナ ン ド 方 向 を 見 る ） (3
)   コ エ ン （ 背 面 北 側 を 見 る ）

(2
)   ナ ン ド （ 背 面 北 側 を 見 る ） (4
)   庭 園 ・ 東 側 縁 側
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(2)  表 2 階 座敷 6 帖

(1)  表 2 階 座敷 8 帖
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(2)  ミズヤ・洋風階段（新座敷方向を見る）

(1)  東 2 階 座敷 6 帖
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(2)  新座敷 2 階 次の間

(1)  新座敷 1 階 主座敷
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(2)  新座敷 3 階 望楼座敷

(1)  新座敷 2 階 主座敷
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)   セ ド ク ラ １ 階 （ 山 側 を 見 る ） (4
)   西 蔵 ２ 階 （ 海 側 を 見 る ）
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(1
)   バ ン ゲ 蔵 ２ 階 （ 旧 村 道 側 を 見 る ） (3
)   米 蔵 １ 階 （ 西 側 を 見 る ）

(2
)   前 蔵 ２ 階 （ 旧 村 道 側 を 見 る ） (4
)   米 蔵 ２ 階 （ 西 側 を 見 る ）
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(3)  バンゲ蔵 納戸 (4)  セドクラ正面

(1)  塩物蔵 1 階（北側を見る） (2)  浜蔵 2 階（北側を見る）
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